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　　　　　　　　　  （ 前 月 比 ）　
人　口　21,027　人（－   17人 ）
男　性　  9,851　人（－      6人 ）
女　性　11,176　人（－   11人 ）
世帯数　10,128世帯（－    2世帯 ）
※令和２年９月１日現在の住民基本台帳による

今月の誌面ガイド   Lineup

   2  「由学館」 開館‼
   4  開館記念特別展【１】 

　『豊後岡藩の光芒』開催
   6  竹田の「星」再発見①
12  たけたんカレンダー
14  たけたんインフォ
21  休日・夜間の在宅当番医院／

えがおの子育て小児科
22  市長コラム「有由有縁」

人口のうごき

■題字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

新
し
い
歴
史
文
化
館

「
由
学
館
」 

開
館

［撮影］ 川澄・小林研二写真事務所　浜田昌樹
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「
由ゆ
う

学が
っ

館か
ん

」の
歴
史
と

名
前
の
由
来

　

由
学
館
と
は
、
江
戸
時
代
安
永
５

（
１
７
７
６
）年
に
８
代
藩
主
中な
か

川が
わ

久ひ
さ

貞さ
だ

に
よ
っ
て
開
か
れ
た
、
岡
藩
の
藩

校
の
名
称
で
す
。
由
来
は
古
代
中
国

の
儒
学
の
書
物「
礼
記
」に
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
の「
君
子
如
欲
化
民
成
俗
、

其
必
由
学
乎（
人
を
育
成
し
、
社
会

を
良
く
し
て
い
く
に
は
、
学
問
に
よ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）」か
ら
採
ら

れ
ま
し
た
。
田
能
村
竹
田
が
11
歳
の

時
に
入
学
し
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
、

の
ち
に
多
く
の
門
弟
を
教
え
た
と
こ

ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

歴
史
文
化
館
の
建
設
に
あ
た
り
愛

称
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
市
内
外
か

ら
55
人
、
１
７
１
点
の
応
募
が
あ
り
、

選
考
委
員
会
に
よ
る
選
定
の
結
果
、

「
由
学
館
」に
決
定
し
ま
し
た
。
岡
城

と
城
下
町
を
つ
な
ぐ
玄
関
口
と
し
て
、

歴
史
文
化
に
出
会
い
、
知
り
、
学
ぶ

た
め
の
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
、
新

し
い
文
化
を
発
信
す
る
拠
点
と
し
て

の
機
能
も
担
っ
て
い
ま
す
。

岡
藩
に
つ
い
て
学
ぼ
う

「
岡
城
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
」

　

館
内
に
あ
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
で
は
、
竹
田
の
歴
史
・
文
化
を

学
び
、
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

８
０
０
分
の
１
の
岡
城
ジ
オ
ラ
マ

で
は
、
断
崖
絶
壁
に
そ
び
え
る
岡
城

の
全
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ『
岡
城
時

空
散
歩
』を
か
ざ
す
こ
と
で
、
石
垣

の
上
に
建
造
物
が
浮
か
び
上
が
り
ま

す
。

　

岡
城
ジ
オ
ラ
マ
の
奥
の
方
で
は
、

江
戸
時
代
宝
暦
年
間（
１
７
５
１
～

１
７
６
４
）に
描
か
れ
た
と
さ
れ
る

『
宝ほ
う

暦れ
き

御お

城し
ろ

真し
ん

景け
い

図ず

』の
レ
プ
リ
カ
を

背
景
に
、
在
り
し
日
の
岡
城
や
石
垣

の
豆
知
識
、
城
下
町
の
今
昔
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
漫
画『
豊
後
岡
城
物

語
』を
ベ
ー
ス
に
し
た
映
像
作
品
が

観
賞
で
き
る
石
垣
シ
ア
タ
ー
や
、
岡

城
と
城
下
町
の
壁
面
マ
ッ
プ
に
、
来

場
者
が
お
ス
ス
メ
情
報
な
ど
を
書
き

込
む
こ
と
が
で
き
る
情
報
コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
56
年
に
開
館
し
た
竹
田
市
歴
史
資
料
館
は
、
平
成
28
年
の
熊
本
地
震
で
被
災
し
、
国
の

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
を
活
用
し
て
建
て
替
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
設
計
は
、
世
界
的

建
築
家
・
隈
研
吾
氏
で
す
。
生
ま
れ
変
わ
っ
た「
竹
田
市
歴
史
文
化
館
・
由
学
館
」は
、
竹
田
の

歴
史
・
文
化
を
継
承
し
、
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
施
設
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

岡
城
跡
と
城
下
町
を
つ
な
ぐ
道
し
る
べ

「
由
学
館
」開
館
!!

10
24㈯

1/800で再現された岡城ジオラマ

岡城ガイダンスセンター
　岡城と城下町をつなぎ、巡るためのガイダンスセンターとしてさまざまなコンテンツを楽しめる
ほか、城下町を囲む荻、久住、直入エリアまで含めた竹田市全体の歴史・文化に出会い、学ぶこと
ができます。

国指定重要文化財

サンチャゴの鐘
　かつて長崎にあった聖ヤコブ病院の
ものと推測されるキリシタン遺物で、
長らく岡城に保管されてきました。
  「HOSPITAL SANTIAGO」の文字と1612
年の年紀が刻まれていますが、なぜ岡
藩に伝来したかは分かっておらず、謎
の多い鐘です。

歴
史
・
文
化
の

発
　
信
　
源
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竹田市歴史文化館・由学館

家族無料観覧券
キ リ ト リ セ ン

キ
リ
ト
リ
セ
ン

特
別
展
示
室
で

豊
後
南
画
の
名
品
を
鑑
賞

　

館
内
に
あ
る
特
別
展
示
室「
ち
く

で
ん
館
」で
は
、
市
の
歴
史
と
文
化

に
ち
な
ん
だ
特
別
展
や
企
画
展
を
開

催
し
ま
す
。
そ
の
名
の
通
り
、
田
能

村
竹
田
を
は
じ
め
と
す
る
豊
後
南
画

の
美
術
作
品
や
、
岡
藩
や
岡
城
の
歴

史
に
ま
つ
わ
る
貴
重
な
資
料
を
テ
ー

マ
ご
と
に
展
示
し
ま
す
。
開
館
と
同

時
に
始
ま
る
開
館
記
念
特
別
展
で
は

岡
藩
関
連
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

　

今
後
も
瀧
廉
太
郎
関
連
資
料
の
展

示
な
ど
、
竹
田
に
ゆ
か
り
の
あ
る
企

画
展
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

直
通
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

旧
竹
田
荘
へ

　

由
学
館
の
中
庭
か
ら
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
旧
竹
田
荘
に
直
接
上
が
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
旧
竹
田
荘
は
、
田

能
村
竹
田
の
住
ま
い
で
し
た
が
、
明

治
時
代
に
な
っ
て
田
能
村
家
が
緒
方

に
転
出
す
る
と
荒
廃
し
、
昭
和
に

な
っ
て
地
元
有
志
で
結
成
さ
れ
た
竹

田
会
に
よ
り
再
建
、
維
持
管
理
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
本
市
出
身
の
南
画

家
・
草く
さ

刈か
り

樵し
ょ
う

谷こ
く

も
か
か
わ
っ
て
い
ま

す
。

　

母
屋
の
２
階
に
、
田
能
村
竹
田
が

創
作
活
動
を
行
っ
た「
雪せ
つ

月げ
つ

楼ろ
う

」が
あ

り
、
竹
田
も
漢
詩
に
歌
っ
た
城
下
町

の
風
景
が
一
望
で
き
ま
す
。
庭
に
は
、

田た

能の

村む
ら

直ち
ょ
く

入に
ゅ
う

、
帆ほ

足あ
し

杏き
ょ
う

雨う

、
高た
か

橋は
し

草そ
う

坪へ
い

ら
が
寝
起
き
し
、
画
の
修
行
に
励

ん
だ
と
い
わ
れ
る「
補ほ

拙せ
つ

盧ろ

」や
、
茶

室
と
書
庫
を
備
え
た「
草そ
う

際さ
い

吟ぎ
ん

舎し
ゃ

」な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
13（
１
９
３
８
）年
、
田
能
村

竹
田
没
後
百
年
祭
の
時
に
、
祭
壇
と

茶
室
を
備
え
た「
画
聖
堂
」が
建
設
さ

れ
、
毎
年
献
茶
式
と
茶
会
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

↑引き出しで学ぶ岡城と岡藩

↑旧竹田荘へとつながるエレベーター

↑特別展示室「ちくでん館」

市民ギャラリー 「竹田市美術展」開催！
　市民ギャラリーは、市民の文化、芸術の場、交流の場づく
りとして利用できるほか、特別展示も楽しむことができます。
初回の展示は「第34回竹田市美術展（10月24日㈯～11月10日
㈫／竹田市美術協会）」
　絵画・版画・陶芸・彫刻・紙人形など、美術を愛好する市
民の作品が市民ギャラリーに展示されます。市民の皆さんの
日常的な文化芸術活動の成果をぜひご覧ください。

　竹田市美術展に出品を希望される方は、10月23日㈮に歴史
文化館へ展示作品を搬入し
てください。出品料は一般
の 方 が2,000円（ 学 生 は 無
料）で、出品申込が必要で
す。募集要項など詳細につ
いてはお問い合わせくださ
い。

問竹田市美術協会事務局　☎090-8390-4947（小坂）

有効期限
令和２年
10月24日㈯～
12月６日㈰まで
問まちづくり文化財課　☎63-4818
　竹田市歴史文化館・由学館　☎63-2200
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開館記念特別展【１】 『豊後岡藩の光芒』開催  ほか

　

由
学
館
が
最
初
に
お
届
け
す
る
展

覧
会
は
、『
豊
後
岡
藩
の
光こ
う

芒ぼ
う

』で
す
。

　

江
戸
時
代
、
こ
の
地
域（
現
在
の

竹
田
市
と
豊
後
大
野
市
の
一
部
）を

治
め
た
の
は
岡
藩
主
中
川
家
で
し
た
。

初
代
中
川
秀ひ
で

成し
げ

か
ら
最
後
の
藩
知
事

中
川
久ひ
さ

成な
り

ま
で
13
代
を
数
え
ま
す
。

難
攻
不
落
の
岡
城
と
そ
の
城
下
町
は

奥
豊
後
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中

心
地
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
碧へ
き

雲う
ん

寺じ

が
所
蔵
す
る
歴

代
藩
主
肖
像
画
13
幅（
県
指
定
有
形

文
化
財
）を
一
堂
に
展
示
す
る
な
ど
、

岡
藩
７
万
石
の
歴
史
と
文
化
を
今
に

物
語
る
貴
重
な
資
料
を
一
挙
公
開
し

ま
す
。

　

今
回
が
初
公
開
と
な
る
豊
臣
秀
吉

朱
印
状（
天
正
11
年
８
月
６
日
中
川

秀
政
宛
）、《
宝
暦
御
城
真
景
図
》や

《
三み

宅や
け

山や
ま

御お
ん

鹿し
か

狩が
り

絵え

巻ま
き

》、
田
能
村
竹

田
の
人
生
に
影
響
を
与
え
た
唐か
ら

橋は
し

君く
ん

山ざ
ん

と
伊い

藤と
う

鏡き
ょ
う
が河
の
肖
像
画
、
田

能
村
竹
田
の《
河
豚
図
》や《
石せ
き

田で
ん

法ほ
う

山さ
ん

水す
い

図ず

》な
ど
、
見
応
え
十
分
な
内

容
で
す
。
大
分
県
立
美
術
館
か
ら
は
、

竹
田
の《
風ふ
う

雨う

渡と

渓け
い

図ず

》が
里
帰
り
し

ま
す
。
藩
校「
由
学
館
」に
ま
つ
わ
る

資
料
も
展
示
し
ま
す
。

　

岡
藩
の
歴
史
と
文
化
の
魅
力
を
再

確
認
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
秋
は
中
川
の
お
殿

さ
ま
に
会
い
に
、
ぜ
ひ
歴
史
文
化
館

へ
。
本
展
は
家
族
無
料
観
覧
券
で
ご

覧
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

※
10
月
24
日
㈯
の
オ
ー
プ
ン
日
は
午

後
１
時
か
ら
一
般
公
開
で
す
。

※
歴
史
文
化
館
の
休
館
日
は
毎
週
木

曜
日
で
す
が
、
11
月
12
日
㈭
は
開
館

し
ま
す
。

開
館
記
念
特
別
展【
１
】

『
豊
後
岡
藩
の
光
芒
』 

開
催

↑中川久清肖像
　（部分・碧雲寺蔵）

↑田能村竹田「風雨渡渓図」
　（大分県立美術館蔵）

↑宝暦御城真景図
　（部分・竹田市歴史文化館蔵）

↑豊臣秀吉朱印状（天正11年８月６日中川秀政宛）

国指定史跡　岡城跡
家族無料観覧券

有効期限
令和２年
10月24日㈯～
12月６日㈰まで

問まちづくり文化財課　☎63-4818

「ワークショップ由学館」始まります！
　子どもから大人まで体験を交えながら楽しく竹田市の歴史と文
化に触れる機会をつくるため、定期的にワークショップを開催し
ていきます。多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

ワークショップ名 日にち 時間 定員 対象年齢 申込方法

武将にへ～んしん！
～甲冑（よろい）着付け
体験～

①10月25日㈰

午前の部
9：30～

各回  ５名 小学生以上 事前申込

午後の部
13：30～

②11月８日㈰

午前の部
 9：30～

午後の部
13：30～

③11月22日㈰

午前の部
9：30～

午後の部
13：30～

由学館で鹿狩り
～切り絵モービル～

①10月31日㈯

午前の部
9：30～

各回  ５名 小学生以上 当日
（先着順）

午後の部
13：30～

②11月21日㈯

午前の部
 9：30～

午後の部
13：30～

掛軸の達人になろう！ ①12月12日㈯ 13：00～
16：00 10名 高校生以上 事前申込②１月９日㈯

俳画を楽しむ 12月26日㈯ 13：00～
16：00 ５名 小学生以上 事前申込

夢の街をつくっちゃえ
～木っ端で遊ぶ巨大街
づくり～

①１月23日㈯ 13：00～
16：00

５グループ
（1グループ5名まで）

５歳以上
（親子参加可） 事前申込

②２月13日㈯
さぁ！君も作曲家だ
～紙巻オルゴール～

①３月27日㈯ 13：00～
15：00 ５名 小学生以上 事前申込②４月10日㈯

※参加はすべて無料ですが、企画展観覧券の購入が必要です。
※参加には事前申込が必要です。往復ハガキ（〒878-0013　竹田

市大字竹田2083番地　竹田市歴史文化館ワークショップ参加
申込 宛）または下記メールアドレスに、参加を希望するワーク
ショップ名と参加者の情報（氏名、学年もしくは年齢、人数、住
所、連絡先）をお知らせください。

※いただいた個人情報は、目的以外には一切使用しません。

・問歴史文化館　☎63-2200　E-mail:rekishi@city.taketa.lg.jp

キ リ ト リ セ ン

キ
リ
ト
リ
セ
ン

有効期限
令和２年
10月24日㈯～
12月６日㈰まで
問まちづくり文化財課　☎63-4818
　竹田市歴史文化館・由学館　☎63-2200
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「由学館」展示スケジュール
市民ギャラリー 

10／24㈯～11／10㈫
『第34回  竹田市美術展』

11／12㈭～11／15㈰
『第56回  県美術展巡回展　写真展』

11／17㈫～11／25㈬
『竹田高校書道部・美術部生徒作品展（仮題）』

11／27㈮～11／29㈰
『第56回  県美術展巡回展　書道展』

11／30㈪午後～12／6㈰
『第56回  県美術展巡回展　日洋彫工展』

ちくでん館　企画展示

10／24㈯～12／6㈰
開館記念特別展【１】  『豊後岡藩の光芒』
　岡藩７万石の歴史と文化を今に物語る様々な資料を一挙公開！

12／11㈮～1／17㈰
企画展 『豊後南画に魅せられて ―珠玉の大塚義章
コレクション―』
　久住町の収集家、大塚義章（故人）のコレクションの豊後南画から、
選りすぐりの名品を紹介します。

1／22㈮～3／14㈰
開館記念特別展【２】  『隈研吾の建築×竹田の建築』
　歴史文化館と城下町交流プラザを設計した世界的建築家、隈研吾
氏がこれまでに手がけた建造物を紹介します。

3／19㈮～4／25㈰
企画展 『憾－瀧廉太郎と鈴木毅一』
　東京音楽学校時代の大親友であった鈴木毅一の家に伝来した、瀧
廉太郎の遺作「憾」の草稿を含む手稿譜を大公開します。

　

由
学
館
は
、
岡

城
跡
と
旧
城
下
町

を
一
つ
の
大
き
な

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と

捉
え
、
そ
の
玄
関

口
と
な
る
岡
城
ガ

イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
・
歴
史
博
物
館
・
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
三
つ
の
機
能
を
も
つ
教
育
施
設
で
す
。

　

岡
藩
の
藩
校
・
由
学
館
は
、
市
の
歴
史
と
文
化
の

原
点
と
い
え
る
教
育
施
設
で
、
田
能
村
竹
田
ら
多
く

の
人
々
が
学
び
、
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

新
た
に
生
ま
れ
た
歴
史
文
化
館
の
愛
称
を
、
市
内

外
の
皆
さ
ま
か
ら
応
募
い
た
だ
い
て
こ
の
名
前
と
し

ま
し
た
。
新
時
代
の
由
学
館
と
し
て
、
多
く
の
皆
さ

ま
が
地
域
の
歴
史
と
文
化
の
魅
力
、
価
値
に
出
会
い
、

学
ぶ
場
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
き
ま
す
。

　

開
館
特
別
展
は
、「
豊
後
岡
藩
の
光
芒
」と
題
し
て
、

国
・
県
・
市
の
指
定
文
化
財
を
は
じ
め
、
多
く
の
貴

重
な
絵
画
資
料
や
古
文
書
等
を
展
示
し
ま
す
。

　

岡
藩
で
は
、
藩
主
が
亡
く
な
る
と
藩
主
の
容
姿
を

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
肖
像
画
が
描
か
れ
、
中
川
家
菩

提
寺
・
碧
雲
寺
等
に
納
め
ら
れ
た
の
で
す
が
、
今
回

は
こ
の
歴
代
藩
主
肖
像
画
を
全
て
展
示
さ
せ
て
い
た

だ
く
な
ど
、
岡
藩
の
歴
史
と
文
化
に
つ
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
構
成
し
て

い
ま
す
。

　

現
代
に
つ
な
が
る
江
戸
時
代
の
竹
田
市
の
歴
史
と

文
化
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ

ま
す
。

「
由
学
館
の

　 

魅
力
と
は
？
」

館　長
佐藤　晃洋

館長に
聞きました！

　開館と同時に、市民ギャラリーで開催される
「第34回竹田市美術展」に、私も作品を出品しま

す。東京から帰ってきたときに強く意識したの
が、歴史や文化、人物の素晴らしさ。
　そんなふるさと竹田の「土地の記憶」をテーマ
にした作品です。ぜひ見てください。

　竹田のまちの雰囲気が好
きで、よく来ています。
　展示が変わるたびに見に
来たい。

　瀧廉太郎や田能村竹田な
ど、竹田に関係する展示を
見たい。

市
民
の
皆
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

「
由
学
館
」、
期
待
し
て
い
ま
す
！

竹田出身のクリエイター

甲斐　哲哉さん
（直入・柚柑子東原）　

地域おこし協力隊２期

どんな展示が見たいですか？「竹田市美術展」に出品します

衞藤　豊子さん（竹田・東中）

德永   みや子さん（竹田・川向）
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興
梠
房
興（
本
名
：
宏
明
）さ
ん
は

１
９
８
１
年
荻
町
生
ま
れ
。
高
校
を

出
て
、
大
阪
や
岐
阜
な
ど
で
職
を

転
々
と
し
な
が
ら
過
ご
し
た
と
い
う
。

　

25
歳
の
頃
、
刀
鍛
冶
の
カ
ッ
コ

よ
さ
に
惹
か
れ
、「
一
生
の
仕
事
に

し
た
い
」と
鍛
冶
場
の
門
を
た
た
く
。

し
か
し
、
受
け
入
れ
て
く
れ
る
と
こ

ろ
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、
８
件

断
ら
れ
た
後
、
26
歳
の
時
に
よ
う
や

く
師
匠
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

師
匠
は
岐
阜
県
関
市
在
住
の
、
25

代
藤ふ
じ
わ
ら
か
ね
ふ
さ

原
兼
房
刀
匠
。
関
市
は
昔
か
ら

刀
鍛
冶
が
盛
ん
で
、
多
く
の
名
工

を
輩
出
し
た
。
兼
房
刀
匠
は
代
々
そ

の
中
核
を
担
っ
て
き
た
。
人
間
国
宝

の
月が
っ

山さ
ん

貞さ
だ

一か
ず

刀
匠
の
弟
子
で
、
明
治

神
宮
や
熱
田
神
宮
の
宝
刀
を
鍛
え

た
こ
と
も
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
師
の

下
で
学
べ
た
こ
と
は 

「
と
て
も
幸
運

で
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん

だ
」 

と
い
う
。
修
業
中
は
、

鍛
錬
に
使
う
炭
を
同
じ
大

き
さ
に
切
り
そ
ろ
え
た
り
、

鍛
錬
場
の
掃
除
を
す
る
な

ど
、
下
働
き
か
ら
始
ま
り
、

な
か
な
か
火
を
使
わ
せ
て

も
ら
え
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

　

６
年
11
か
月
の
修
行
を

経
て
平
成
26
年
に
独
立

す
る
。「
仕
事
を
す
る
な

ら
、
生
ま
れ
育
っ
た
土
地

で
」と
、
地
元
荻
町
に
鍛
錬
場
を
開

く
。
大
分（
豊
後
）は
昔
か
ら
刀
鍛
冶

が
多
く
、
竹
田
に
も
多
く
の
刀
鍛
冶

が
い
た
と
い
う
。

　

転
機
と
な
っ
た
の
が
、
阿
蘇
神
社

の
名
刀「
蛍
丸
」の
復
元
だ
。

  

「
蛍
丸
」は
、
鎌
倉
時
代
の
来ら
い

国く
に

俊と
し

と
い
う
名
工
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

全
長
約
１
３
６
セ
ン
チ
の
大
太
刀

で
、
南
北
朝
期
の
武
将
阿あ

蘇そ

惟こ
れ
ず
み澄
が

戦
で
使
っ
た
際
、
刃
こ
ぼ
れ
を
蛍
が

集
ま
っ
て
直
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う

伝
説
が
あ
る
。
戦
後
の
混
乱
期
に
失

わ
れ
て
し
ま
っ
た
刀
の
復
元
の
話
を

兄
弟
子
か
ら
受
け
た
と
き
に
は
、「
面

白
そ
う
」と
思
っ
た
も
の
の
、「
こ
れ

だ
け
の
大
き
さ
の
も
の
は
手
が
け
た

こ
と
が
な
く
、
と
て
も
苦
労
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
収
穫
が
あ
っ
た
」と
語

る
。

　

現
在
は
荻
町
で
日
々
作
刀
し
て
い

る
。
１
本
の
完
成
ま
で
に
１
か
月
ほ

ど
か
か
る
と
い
う
が
、「
今
は
刀
を

作
る
の
が
と
て
も
楽
し
い
。
自
分
の

納
得
で
き
る
作
品
を
作
る
た
め
、
試

行
錯
誤
の
毎
日
で
す
」 と
笑
顔
。

　

作
刀
の
傍
ら
、
包
丁
や
ペ
ー
パ
ー

ナ
イ
フ
な
ど
、
新
し
い
も
の
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。
市
の
ふ
る

さ
と
納
税
に
ペ
ー
パ
ー
ナ
イ
フ
を

出
す
こ
と
で 

「
多
く
の
人
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
ら
嬉

し
い
。
鍛
え
肌

（※）
が
見
え
る
よ
う
工

夫
し
て
い
る
の
で
、
見
る
だ
け
で

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
」

　

ぜ
ひ
、
多
く
の
方
の
手
に
取
っ
て

も
ら
い
た
い
。

※
鍛
え
肌
…
日
本
刀
特
有
の
折
り
返
し

鍛
錬
を
繰
り
返
し
行
う
こ
と
で
、
表
面

に
出
る
特
有
の
模
様
。
日
本
刀
の
美
観

と
い
う
点
で
の
大
き
な
特
徴
と
な
る
。

竹
田
の「
星
」
再
発
見
①

　

荻
町
馬
場
に
鍛
錬
所
を
開
き
、
日
本
刀
を
作
刀
し
て
い
る
興こ
う
ろ
ぎ
ふ
さ
お
き

梠
房
興

さ
ん
。
２
０
１
７
年
に
は
兄
弟
子
の
福ふ
く
ど
め
ふ
さ
ゆ
き

留
房
幸
さ
ん
と
と
も
に
、
阿
蘇

神
社
の
失
わ
れ
た
名
刀 「
蛍
丸
」 を
復
元
し
ま
し
た
。
新
し
い
取
り
組
み

と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
も
参
加
し
ま
す
。

刀
匠 

興
梠
房
興
さ
ん

（写真上）　鉄を加工するための炉の温度は1,300度
を超え、黄金色の炎が躍る

（写真下）　折り返し鍛練の様子。強靭で美しい日
本刀を作るには欠かせない作業だ

↑包丁とペーパーナイフ。実用としても観賞用と
しても綺麗に仕上がっている自信作 復元された「蛍丸」

こ
う
ろ
ぎ　

ふ
さ
お
き



7 2020年10月発行

コロナ禍でも大自然の中で元気に営業！

　

春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
22
万
平
方

メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
、５
０
０
万
本

も
の
花
が
咲
き
誇
る
く
じ
ゅ
う
花
公

園
。
10
月
に
は
サ
ル
ビ
ア
や
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
、セ
ン
ニ
チ
コ
ウ
な
ど
が

見
頃
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
ん
な
花
公
園
で
は
、キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
リ
ゾ
ー
ト「
花
と
星
」が
人
気
で

す
。
大
自
然
の
中
、
地
元
の
お
い
し

い
食
材
を
使
っ
た
Ｂ
Ｂ
Ｑ
が
楽
し
め

る
ほ
か
、テ
ン
ト
内
に
は
ベ
ッ
ド
な

ど
の
家
具
も
用
意
さ
れ
て
い
て
、
手

ぶ
ら
で
訪
れ
て
も
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
近
く
に
は
久
住
山
や
大
船

山
も
あ
り
、
雄
大
な
自
然
も
魅
力
で

す
。

　

花
公
園
内
に
あ
る
テ
ン
ト
は
現
在

10
棟
。
１
棟
で
大
人
４
人
ま
で
利
用

で
き
ま
す
が
、３
人
目
か
ら
は
予
備

寝
具
と
な
り
ま
す
。
テ
ン
ト
そ
れ
ぞ

れ
に
花
や
星
座
の
名
前
が
つ
い
て
い

ま
す
。
来
年
に
は
、さ
ら
に
４
棟
を

増
設
す
る
予
定
で
す
。

企
画
広
報　

鶴
田  

夕
貴
さ
ん

　

10
月
は
花
が
見
頃
を
迎
え
る
時
期

で
す
。
た
く
さ
ん
の
花
や
雄
大
な
景

色
を
楽
し
め
る
の
は
、こ
こ
だ
け
だ

と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
癒
し
の
休
日
を

過
ご
し
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問くじゅう花公園ホームページ
　http://www.hanakoen.com/ 
　☎76-1422

キャンピングリゾート

「花と星」

コロナ禍
でも

大
自
然
の
中
で
元
気
に
営
業
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
３
つ
の
密
を
避
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
所
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
屋
外
で
自
然
を
満
喫
で

き
る
施
設
で
は
、
週
末
に
な
る
と
市
外
、
県
外
か
ら
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て

い
ま
す
。

ボ
イ
ボ
イ
キ
ャ
ン
プ
場

　
　
　
　
　
　

予
約
は「
な
っ
ぷ
」か
ら

https://w
w

w
.nap-cam

p.com
/oita/12087

↑店内には、菜美さんが仕入れたハンドメイドの
アクセサリーや雑貨が並ぶ

↑阿蘇市一の宮町から来た田上武人さん一家

「菜の花」店長
渡邉  菜美さん

  

「
来
る
の
は
２
回
目
で
す
が
、

自
然
に
囲
ま
れ
て
、
設
備
も

整
っ
て
い
る
の
で
気
に
入
っ
て

い
ま
す
。
値
段
も
安
く
、
気
軽

に
来
れ
る
の
が
良
い
で
す
ね
」

　

現
在
、キ
ャ
ン
プ
場
は
受
け
入
れ

数
を
減
ら
し
て
営
業
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
県
外
か
ら
多
く
の
お
客
さ

ん
が
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。
オ
ー
ト

フ
リ
ー
で
手
が
か
か
ら
な
い
プ
ラ
ン

も
あ
り
、ス
ペ
ー
ス
を
広
々
と
使
え

る
こ
と
と
、き
れ
い
な
景
色
が
特
長

で
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
カ
ッ
プ
ル
だ

け
で
な
く
、１
人
で
来
ら
れ
る
方
も

い
ま
す
。

　

普
段
、
家
に
い
て
は
味
わ
え
な
い

こ
と
を
、
大
自
然
の
中
で
満
喫
で
き

ま
す
。
日
帰
り
プ
ラ
ン
も
あ
り
ま

す
の
で
、
竹
田
に
お
住
ま
い
の
方
も
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

訪
れ
た
人
は
…

大
分
市
か
ら
来
た
波
多
野
扶
美
さ
ん

　

今
日
は
友
人
と
来
ま
し
た
が
、２

か
月
に
１
回
は
来
て
い
ま
す
。
お
い

し
い
コ
ー
ヒ
ー
と
か
わ
い
い
も
の
が

詰
ま
っ
て
い
る
、お
気
に
入
り
の
場

所
で
す
。
菜
美
さ
ん
の
笑
顔
に
癒
さ

れ
ま
す
。
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今年のハロウィンは仮装してグランツへ集まろう！

グランツ美術館2020「みんなでハロウィン」
　キナーレと市民ラウンジにて、絵本作
家・美術家「ザ・キャビンカンパニー」によ
る新作影絵作品をはじめとした参加アー
ティストによる作品を展示。
　10／31㈯の「ハロウィンマーケット」で
は、仮装体験や飲食を楽しめるマルシェ

（10:00〜15:00）、「おばけダンス」（振付：近
藤良平）や「オバケをとむらう鎮魂歌」（ピア
ノ三重奏）をお届けします。
会　期　10月24日㈯〜11月１日㈰　※月曜休館
　　　　10:00〜19:00（初日は13:00から、最終日は17:00まで）

“ふら×きら”コンサート vol.20
ピアノ三重奏「オバケをとむらう鎮魂歌」
日　　時　①10月30日㈮　18:00～
　　　　　②10月31日㈯　10:30～／12:00～
会　　場　キナーレ
出　　演　朝来桂一（ヴァイオリン）
　　　　　宇野健太（チェロ）
　　　　　古川貴子（ピアノ）
入 場 料　無料

おばけダンス
日　　時　10月31日㈯　13:30～／14:30～　※各約10分
会　　場　キナーレ
入 場 料　無料

参加者募集！ 
コンドルズ・近藤良平さんのおばけダンス
ワークショップ
　大人気！コンドルズ・近藤良平さんが、
再び竹田にやってくる！
  「ザ・キャビンカンパニー」による影絵作
品空間で、みんなでおばけになろう。
日　　時　10月23日㈮　19:00～　

（全２回）　10月24日㈯　10:00～
　　　　　※小学生以下は各１時間、中学生以上は各２時間
会　　場　キナーレ
本　　番　10月31日㈯　13:30～／14:30～　※各約10分
定　　員　20名　※先着順・参加無料
参加方法　グランツたけたに事前に電話にて
　　　　　お申し込みください。

新型コロナウイルス感染防止について
　グランツたけたでは、全国公立文化施設協会作成のガイドラ
インに沿って、新型コロナウイルス感染拡大防止に十分配慮し
事業を実施します。ご来場の際は、咳エチケット、マスク着用、
手洗い・手指消毒の徹底をお願いします。咳・咽頭痛等症状が
ある方、37.5℃以上の熱のある方はご入場できません。

チケット取り扱い
グランツたけた窓口またはライブポケットにて
※入場料はすべて消費税込
※窓口は9:00〜19:00（休館日を除く）
※３歳未満・未就学児入場不可公演は有料託児サービス有
　（要事前申込）

お問い合わせ
グランツたけた　☎63-4837

ホームページ　http://www.taketa-city.com/glanz/

　９月に野外劇場「TAOの丘」がグランドオープンし、さらなる前進を目指すTAO。
新たな気持ちで「全力」で臨む2021年新春特別公演。１月４日㈪夜公演に加え、翌
５日㈫の昼公演が追加で決まりました。

日　時　2021年１月４日㈪　18:30開場　19:00開演
　　　　　　　 １月５日㈫　13:30開場　14:00開演
会　場　廉太郎ホール
入場料　一般6,000円　竹田市民割引価格5,000円（全席指定）
　　　　※未就学児入場不可。有料託児サービス有（12／27㈰ 申込締切）

■■■  チケット発売情報  ■■■

© DRUM TAO

３つのジャズナイトvol.2
 「スガダイロー  ピアノソロ」
日　時　11月14日㈯　18:30開場　19:00開演
会　場　キナーレ
入場料　一般2,500円　高校生以下1,000円
　　　　※当日500円増（全席自由）

耕す里の神楽舞　高千穂の夜神楽×御嶽神楽
日　時　11月22日㈰　開場13:00　開演13:30
会　場　廉太郎ホール
入場料　一般1,500円　市民価格1,000円
　　　　高校生以下無料（全席指定）
出　演　高千穂の夜神楽、御嶽神楽

グランツ映画館“玉洗劇場”
 『ひまわり』50周年HDレストア版
日　時　11月29日㈰　10:00／14:00／18:00
　　　　（１日３回上映、開場は各回20分前）
会　場　キナーレ
入場料　前売 一般1,000円　高校生以下 500円
　　　　当日 一般1,200円　高校生以下 600円

３つのジャズナイトvol.3
「小曽根真Piano SOLO LIVE !」

日　時　12月６日㈰　13:30開場　14:00開演
会　場　廉太郎ホール
入場料　一般5,000円　市民価格4,000円
　　　　Gシート2,000円　
　　　　※当日500円増（全席指定）

川畠成道 ヴァイオリン・リサイタル
日　時　１月16日㈯　18:00開場　18:30開演
会　場　廉太郎ホール
入場料　一般3,500円　市民価格 2,500円
　　　　高校生以下1,000円　
　　　　※当日500円増（全席指定）
チケット発売開始　10月３日㈯

入場無料

©久富健太郎

高千穂の夜神楽
絵：ザ・キャビンカンパニー

追加公演
決定 !

2021 FIRST「全力」

グランツたけたからのお知らせ

DRUM TAO
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地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
４
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
２
年
４
月

か
ら
７
月
ま
で
の
各
月
に
お
い
て
、

市
長
部
局
、
上
下
水
道
課
及
び
教
育

委
員
会
の
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、

そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
共
通
事
項

　

財
務
事
務
に
関
す
る
監
査
に
つ
い

て
は
事
前
に
精
査
を
し
、
監
査
当
日

は
証
書
類
及
び
そ
の
他
関
係
書
類
等

の
審
査
を
行
い
、
処
理
に
つ
い
て
修

正
が
必
要
な
箇
所
は
改
善
す
る
よ
う

指
導
し
た
。

市
長
部
局
・
上
下
水
道
課

■
人
権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課

◆
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
き
、
国
と
の
適
切
な

役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
、
部
落
差
別
に
関
す
る
相

談
に
的
確
に
応
ず
る
た
め
の
体
制
の

充
実
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。
◆
人

権
を
守
る
取
り
組
み
や
男
女
共
同
参

画
社
会
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
関

係
各
課
と
よ
り
一
層
の
連
携
を
図
ら

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
白
丹
保
育
所

◆
保
育
理
念
に
掲
げ
る「
子
ど
も
一

人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
、
保
護
者
か

ら
も
信
頼
さ
れ
、
地
域
に
愛
さ
れ
る

保
育
所
を
目
指
す
」に
向
け
て
、
家

庭
・
地
域
と
の
連
携
を
図
り
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

■
上
下
水
道
課

◆
平
成
30
年
３
月
に
策
定
し
た「
竹

田
市
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１

８
」に
基
づ
き
、「
水
道
水
の
安
全
の

確
保
、
確
実
な
給
水
の
確
保
、
供

給
体
制
の
持
続
性
の
確
保
」に
向
け
、

竹
田
市
の「
上
水
道
事
業
」「
簡
易
水

道
事
業
」の
経
営
統
合
を
含
め
た
効

率
的
な
経
営
体
制
の
確
立
に
努
め
ら

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。
◆
課
内
で
の

リ
ス
ク
の
洗
い
出
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
の
対
応
策
の
整
備
、
日
常
の
業
務

を
通
じ
た
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
確
立
に

取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
久
住
支
所

◆
市
は
、
公
の
施
設
の
管
理
に
関
す

る
権
限
を
指
定
管
理
者
に
委
任
し
た

場
合
は
、
そ
の
行
使
に
つ
い
て
、
設

置
者
と
し
て
必
要
な
指
示
や
監
督
を

行
う
重
大
な
責
務
が
あ
る
。
改
め
て
、

市
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
目
的
の
た

め
の
指
定
管
理
者
制
度
を
有
効
に
活

用
さ
れ
る
よ
う
一
層
の
取
り
組
み
を

要
望
す
る
。
◆
久
住
高
原
荘
の
運
営

に
つ
い
て
は
毎
年
度
指
摘
し
て
き
た

が
、
将
来
の
方
向
性
に
つ
い
て
早
急

に
検
討
す
る
よ
う
重
ね
て
要
望
す
る
。

■
直
入
支
所

◆
市
は
、
公
の
施
設
の
管
理
に
関
す

る
権
限
を
指
定
管
理
者
に
委
任
し
た

場
合
は
、
そ
の
行
使
に
つ
い
て
設
置

者
と
し
て
必
要
な
指
示
や
監
督
を
行

う
重
大
な
責
務
が
あ
る
。
改
め
て
、

市
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
目
的
の
た

め
の
指
定
管
理
者
制
度
を
有
効
に
活

用
さ
れ
る
よ
う
一
層
の
取
り
組
み
を

要
望
す
る
。
◆
ウ
ェ
イ
ク
ケ
ー
ブ
ル

パ
ー
ク
施
設
並
び
に
ク
ア
ハ
ウ
ス
施

設
の
安
定
的
な
管
理
運
営
の
た
め
に
、

指
定
管
理
者
へ
の
更
な
る
指
導
・
監

督
を
要
望
す
る
。

教
育
委
員
会

■
図
書
館

◆
図
書
館
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る

「
図
書
館
奉
仕
の
た
め
、
土
地
の
事

情
及
び
一
般
公
衆
の
希
望
に
沿
い
、

更
に
学
校
教
育
を
援
助
し
及
び
家
庭

教
育
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
と
な
る

よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

の
規
定
を
も
と
に
、
市
民
に
親
し
ま

れ
る
市
立
図
書
館
の
運
営
を
更
に
進

め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。
◆
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策

に
つ
い
て
は
、
国
・
県
の
方
針
を
も

と
に
、
ま
ず
は
人
命
の
尊
重
を
優
先

し
、
感
染
拡
大
を
防
ぐ
対
応
を
図
っ

た
上
で
、
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で

も
実
行
で
き
る
方
法
を
探
り
、
市
立

図
書
館
の
役
割
を
可
能
な
限
り
果
た

し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

監査公表／まるごと博物館

　

久
戸
谷
旧
隧
道
は
国
道
５
０
２

号
線
の
予
定
地
に
あ
り
、
当
初
の

計
画
で
は
隧
道
中
央
部
が
切
断
さ

れ
る
計
画
に
な
っ
て
い
た
。
鳥

養
孝
好
先
生
の
主
宰
す
る「
竹
田
、

直
入
の
自
然
と
文
化
を
守
る
会
」

で
保
存
運
動
を
始
め
た
が
、
無
理

と
思
わ
れ
た
設
計
変
更
が
行
わ
れ

新
隧
道
は
旧
隧
道
の
上
方
を
通
る

よ
う
に
な
る
。
そ
の
保
存
運
動
の

主
旨
と
な
っ
た
史
料
が「
大
分
県

史
19
」で
あ
る
。

　

明
治
５（
１
８
７
２
）年
か
ら
明

治
17
年
の
間
で
公
文
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
竹
田
周
辺
の
隧
道
は
田

町
、
府
内
町
、
久
戸
谷
旧
、
寺
道
、

山
川
の
５
例
で
あ
る
。
県
下
８
例

中
５
例
が
竹
田
で
開
削
さ
れ
て
い

る
。
岡
城
と
御
郭
内
で
あ
る
竹
田

町
の
防
衛
と
い
う
軍
事
的
な
自
然

の
要
害
を
維
持
す
る
た
め
に
藩
が

開
削
を
許
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。

　

久
戸
谷
旧
隧
道
は
明
治
７
年
に

開
削
さ
れ
、
明
治
26
年
に
下
方
を

新
隧
道
が
通
り
そ
の
役
割
を
終
え

て
い
る
。
そ
の
た
め
当
時
の
ま
ま

の
姿
を
残
し
、
全
面
に
ツ
ル
ハ
シ

痕
が
見
ら
れ
長
ノ
ミ
の
痕
か
ら
は

火
薬
を
使
用
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

県
下
で「
焔え
ん

硝
し
ょ
う

割わ

り
工
法
」が
見

ら
れ
る
隧
道
の
最
古
の
例
に
な
っ

て
い
る
。
作
業
人
夫
は
岡
藩
の
鉱

山
開
発
を
し
た「
貫ぬ
き

掘ほ
り

人
夫
」の
間ま

歩ぶ

掘ほ

り
技
術
が
生
か
さ
れ
井
戸
掘

り
人
夫
も
使
わ
れ
て
い
る
。

　

旧
隧
道
の
開
削
は「
道
替
願
」と

し
て
絵
図
面
、
目
論
見
帳
を
添
え

て
竹
田
村（
現
竹
田
字
上
角
）に
住

む
市
浦
貫
一
ほ
か
５
名
に
よ
り
、

明
治
６
年
９
月
に
大
分
県
に
出

さ
れ
て
い
る
。
県
は
11
月
17
日
に

大
蔵
省
へ「
道
路
更
正
伺
」を
上
申
、

12
月
２
日
に
許
可
さ
れ
自
費
に
よ

る
開
削
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

昭
和
28（
１
９
５
３
）年
竹
田
高

校
を
卒
業
さ
れ
た
先
生
は
、
考
古

学
の
学
究
に
傾
注
さ
れ
母
校
で
も

教
鞭
を
と
ら
れ
、
後
輩
の
育
成
に

当
た
ら
れ
て
い
る
。
地
元
の
卒
業

生
の
方
々
も
、
城
下
町
竹
田
で
の

輸
送
交
通
の
近
代
化
の
さ
き
が
け

と
し
て
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た

人
々
の
業
績
を
称
え
、
保
存
に
関

心
を
寄
せ
協
力
し
て
い
る
。
現
在

市
指
定
の
文
化
財
に
な
っ
て
い
る

が
、
先
生
の
会
で
は
隧
道
の
近
代

化
遺
産
と
し
て
の
価
値
の
重
要
さ

か
ら
県
指
定
へ
と
推
奨
し
て
い
る
。

（
広
田　

敦
）

鳥
とり

養
かい

 孝
たか

良
よし

先生と久戸谷旧隧道の保存

ま
る
ご
と
博
物
館
178

竹
田
市
監
査
委
員

　
　

児　

玉　

淳　

一

　
　

阿　

部　

雅　

彦

監
査
公
表

鳥養孝良先生
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12広報たけた  令和２年10月号

木 THU 金 FRI 土 SAT 2020年（令和２年）

1 2 3
・竹田温泉「花水月」休館日 ・健幸運動教室 13:30-14:30（竹

田市総合社会福祉センター）
　☎75-3456（竹田市総合インス

トラクター協会）

・大分公証人合同役場 出張無料相談会 
9:00-11:00（竹田市総合社会福祉セン
ター）※予約制 ☎097-535-0888（大分
公証人合同役場）

・県下一斉司法書士法律無料相談会
　10:00-15:00（豊後大野市中央公民館）

※予約不要 ☎097-532-7579（大分県
司法書士会）

・ ソ プ ラ ノ 中 嶋 彰 子 レ ク チ ャ ー コ ン
サート「マダムバタフライを聴いてみ
よう！」 14:00開演（グランツたけた）
☎63-4837（グランツたけた）

8 9 10
・竹田温泉「花水月」休館日
・おはなしルーム 14:00-14:30

（竹田幼稚園）

・健幸運動教室 13:30-14:30（い
きいき交流センター）

　☎75-3456（竹田市総合イン
ストラクター協会）

・岡城清掃の日  8:00～（国指定
史跡 岡城跡）

15 16 17
・竹田温泉「花水月」休館日
・地区巡回健診 8:00-10:00受付（荻

福祉健康エリア） ☎68-2211（荻支
所）

・こころの健康相談 13:30-15:30（荻
支所）※要予約（前日の午前中ま
で） ☎63-3346（竹田市心の相談支
援事業所）

・おはなしルーム 14:00-14:30（南部
幼稚園）

・地区巡回健診 8:00-10:00受付
（荻福祉健康エリア）

　☎68-2211（荻支所）
・健幸運動教室 13:30-14:30（竹

田市総合社会福祉センター）
☎75-3456（竹田市総合イン
ストラクター協会）

・瀧廉太郎記念全日本高等学校
声楽コンクール「幻の第74回
大会メモリアル」式典 10:00～

（無観客開催／オンライン配
信予定） ☎63-4817（生涯学習
課）

22 23 24
・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故巡回相談 10:00-15:00

（大分県豊肥振興局）※要予約 
　☎63-1171（豊肥振興局）
・５歳児健診 13:00～受付（竹田市総合

社会福祉センター）
・こころの健康相談 13:30-15:30（久住保

健センター） ※要予約（前日の午前中
まで）☎63-3346（竹田市心の相談支援
事業所）

・精神保健相談 14:00-16:00（大分県豊肥
保健所） ※要予約 ☎0974-22-0162（豊
肥保健所）

・アルコール関連問題学習会
　14:00-15:30（豊肥保健所） 
　☎0974-22-0162（豊肥保健所）

・竹田地区スポーツ推進委員協
議会研修会 10:00～（グラン
ツたけた）☎63-4817（生涯学
習課）

・グランツ美術館2020「みんな
でハロウィン」 10:00-19:00

　（～11/ １㈰まで ※月曜休館） 
☎63-4837（グランツたけた）

・竹田市歴史文化館・由学館
　 開館 13:00～

29 30 31
・竹田温泉「花水月」休館日
・岡の里歴史講座  8:00までに

市役所集合 ※参加費1000円
　 ☎62-4100（竹田創生館）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹田
市総合社会福祉センター）

　☎75-3456（竹田市総合インス
トラクター協会）

・“ふら×きら”コンサートvol.20 
ピアノ三重奏「オバケをとむら
う鎮魂歌」 18:00～（グランツた
け た）※ 入 場 無 料  ☎63-4837

（グランツたけた）

・“ふ ら × き ら”コ ン サ ー トvol.20 
ピアノ三重奏「オバケをとむらう
鎮魂歌」 10:30～／12:00～（グラ
ンツたけた）※入場無料

　☎63-4837（グランツたけた）
・おばけダンス 13:30～／14:30～ 

各回約10分（グランツたけた）
　※入場無料 
　☎63-4837（グランツたけた）

■10月

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、
行
事
が
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

よりそいカフェ
　よりそいカフェは認知症の人
やその家族、地域の住民らが気
軽に交流できる場所です。

【竹田】
・１日・15日㈭13:00-15:00
　みんなのいえカラフル

【 荻 】
・13日・20日・27日㈫
　10:00-12:00　
　荻「しらみず」

【久住】
・８日・22日㈭ 10:00-12:00
　久住「りんどう」
・14日㈬ 13:00-15:00
　白丹温泉

【直入】
・２日・23日㈮ 10:00-12:00
　直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】
・１日・８日・22日㈭
　10:00-12:00　
　くらサポ双城

【竹田南部「あけぼの」】
・７日㈬ 9:00-11:00　
　入田分館
・14日㈬ 10:00-12:00　
　宮砥分館　
・20日㈫ 10:00-12:00　
　あ祖母学舎

竹田市文化連盟からのお知らせ
　本年の「竹田市文化連盟秋季芸能祭」は、
新型コロナウイルス感染症の拡大防止の
ため、中止とさせていただきます。

　　　　　  竹田市文化連盟事務局
（竹田市教育委員会生涯学習課

　　　☎63-4817）

さとうよしみ竹田童謡祭実行委員会からのお知らせ
　「第32回さとうよしみ竹田童謡祭」は、新型コロナウイルス感染症の
拡大防止のため、中止とさせていただきます。
　なお、「佐藤義美賞」竹田童謡作詩コンクール表彰式は、11月３日㈫
の午後４時に開催予定です。会場は、グランツたけたです。
　詳細は、実行委員会までお問い合わせください。

さとうよしみ竹田童謡祭実行委員会
 （佐藤義美記念館内　☎63-2650）

10月地区巡回健診
月　日 場　　所

10月11日㈰ 宮砥分館

10月13日㈫

荻福祉健康エリア10月15日㈭

10月16日㈮

※受付時間はいずれも午前
８時～10時

※受診の際は、マスク着用
をお願いします。

問保険健康課　☎63-4810
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農業委員会事務局農地係からのお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月20日です。
（20日が土日の場合は翌開庁日が締切日となります）  問農業委員会事務局　☎63-4815

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

11月上旬の主な予定
１日㈰　・竹田温泉「花水月」開館20周年記念イベント 10:45-

11:00 ☎64-1126（竹田温泉花水月）
２日㈪　・〔納期限〕市県民税（３期）、国民健康保険税（７期）、

介護保険料・後期高齢者医療保険料（４期）
３日㈫　・第72回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭
　　　　　表彰式  10:30～（グランツたけた）
　　　　　☎63-4817（生涯学習課）
７日㈯　・大分公証人合同役場 出張無料相談会
　　　　　9:00-11:00（竹田市総合社会福祉センター）※予約

制 ☎097-535-0888（大分公証人合同役場）

県下一斉司法書士法律無料相談会
日　　時　10月３日㈯　午前10時～午後３時
会　　場　豊後大野市中央公民館和室
　　　　　（豊後大野市役所２階）
相談内容　相続、売買、法人登記等の登記全般や

貸金・過払金返還、破産手続きなど
問大分県司法書士会豊肥支部（担当：宗岡）
　☎0974-26-4030
　大分県司法書士会　☎097-532-7579

4 5 6 7
・荻の里温泉休館日
・グランツたけた休館日

・豊肥家畜市場〔子牛〕 9:30～せり開始
（豊後豊肥家畜市場）

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市
立図書館）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹田市直入
B&G海洋センター体育館）☎75-3456

（竹田市総合インストラクター協会）
・第11回竹田市農業委員会総会 13:30～

（市役所本庁３階会議室３・４）
・こころの健康相談 13:30-15:30（直入支

所）※要予約（前日の午前中まで）
　☎63-3346（竹田市心の相談支援事業所）

・陽目の里「名水茶屋」休業日

11 12 13 14
・地区巡回健診 8:00-10:00受付
（宮砥分館）☎63-4810（保険健

康課）

・グランツたけた休館日
・第５回「くじゅうの山」絵画コン

クール作品展示（〜11／23㈪）
　10:00-15:00（久住高原美術館）
・出張ハローワークしごと相談会 

10:30-12:00、13:00-15:00 ※生活困
窮者、ひとり親世帯の方が対象で
す。（竹田市総合社会福祉センター
相 談 室）☎0974-22-8609（ ハ ロ ー
ワーク豊後大野）

・地区巡回健診 8:00-10:00受付
　（荻福祉健康エリア）☎68-2211

（荻支所）
・おはなしひろば 10:30-11:00

（竹田市立図書館）
・健幸運動教室 13:30-14:30（竹

田 市 直 入B&G海 洋 セ ン タ ー
体育館）☎75-3456（竹田市総
合インストラクター協会）

・陽目の里「名水茶屋」休業日

18 19 20 21
・荻の里温泉休館日
・グランツたけた休館日

・豊肥家畜市場〔成牛〕 9:30～せ
り開始（豊後豊肥家畜市場）

・おはなしひろば 10:30-11:00
（竹田市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹
田市直入B&G海洋センター体
育館）☎75-3456（竹田市総合
インストラクター協会）

・長湯温泉療養文化館「御前湯」休館日
・長湯おんせん市場休業日
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・年金相談［完全予約制］ 10:00-15:00（竹

田市高齢者いきいき交流センター）
　☎097-552-1211（日本年金機構大分年

金事務所）
・大分県行政書士会無料相談会 13:00-

16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）
　☎097-537-7089（大分県行政書士会事

務局）

25 26 27 28
・郷土の自然に親しみ植物を観

察する会「入山公廟」 7:00まで
に市役所駐車場集合 ※参加
費1000円 ☎62-4100（竹田創
生館）

・竹田市スポーツ医科学研修講
座 10:00～（グランツたけた）

　☎63-4817

・グランツたけた休館日 ・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市
立図書館）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹田市直
入B&G海洋センター体育館）

　☎75-3456（竹田市総合インストラ
クター協会）

・こころの健康相談 13:30-15:30（竹田
市総合社会福祉センター）※要予約

（前日の午前中まで）☎63-3346（竹
田市心の相談支援事業所）

・陽目の里「名水茶屋」休業日

10月の行政なんでも相談所
地域 相談日 時　間 開 催 場 所
竹田 10月22日㈭

10:00～12:00

竹田市総合社会福祉センター 相談室
荻 10月21日㈬ 荻公民館 幼児室

久住 10月22日㈭ 久住公民館 健康相談室
直入 10月22日㈭ 直入支所 小会議室

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで
　「困ったら一人で悩まず行政相談！」
　〔竹田〕 阿南　茂　☎67-2608　〔　荻　〕 佐藤孝幸　☎68-3510
　〔久住〕 本郷俊一　☎76-1304　〔直入〕 兒玉龍明　☎75-2426

第16回歳末たすけあいチャリティーショー中止のお知らせ
　例年12月初旬に開催している歳末たすけあいチャリティー
ショーは、実行委員会での協議の結果、新型コロナウイルス感
染症の感染防止のため、開催を見合わせることになりました。
　チャリティーショーの益金は、実行委員会から共同募金会に
寄付され、個人や団体に配分されていますが、今年度は地域福
祉の推進のため「募金を呼び掛ける」ことにしました。改めて依
頼する予定ですので、ご協力をお願いします。
問竹田市社会福祉協議会地域福祉課地域福祉係　☎63-1544
　社会福祉課管理係　☎63-4811

月間・その他
〇行政相談週間（10／19～25）
〇麻薬・覚醒剤乱用防止運動
　（～11／30）
〇赤い羽根共同募金運動
　（～３／31）
〇土地の日（10／１）・土地月間
〇３Ｒ（リデュース・リユース・

リサイクル）推進月間
〇臓器移植普及推進月間　
〇骨髄バンク推進月間

生涯学習課からのお知らせ
　毎年10月に直入Ｂ＆Ｇ海洋セン
ター体育館で開催していました「Ｂ
＆Ｇ会長杯 直入地域バレーボール大
会」は新型コロナウイルス感染症の拡
大防止のため、本年は中止とさせて
いただきます。

直入地域体育協会
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年
　
金

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
制

度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計
算

す
る
と
き
に
、
保
険
料
の
免
除
や
猶

予
の
承
認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場

合
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場

合
と
比
べ
て
年
金
額
が
低
額
と
な
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け

た
期
間
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
後

か
ら
納
付（
追
納
）す
る
こ
と
に
よ
り
、

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
社
会
保

険
料
控
除
に
よ
り
、
所
得
税
・
住
民

税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
及
び
納
付
方
法

　

申
し
込
み
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
う

え
で
、
納
付
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

口
座
振
替
な
ら
び
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
納

付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
渡
し
し

た
納
付
書
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

追
納
に
関
す
る
注
意
事
項

⑴
追
納
が
で
き
る
の
は
追
納
が
承
認

さ
れ
た
月
の
前
10
年
以
内
の
免
除
等

期
間
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑵
承
認
等
を
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、

原
則
古
い
期
間
か
ら
納
付
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

⑶
保
険
料
の
免
除
も
し
く
は
納
付
猶

予
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起

算
し
て
、
３
年
度
目
以
降
に
保
険
料

を
追
納
す
る
場
合
に
は
、
承
認
を
受

け
た
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間

に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
早
め
の
追
納
を
お
勧
め

し
ま
す
。

問
大
分
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課　

☎
０
９
７
―

５
５
２
―

１
２
１
１

消
費
者
行
政

宅
配
業
者
か
ら
の
メ
ー
ル
に

ご
注
意
！

　

宅
配
業
者
を
名
乗
っ
て「
お
客
様

に
荷
物
を
お
届
け
し
ま
し
た
が
、
不

在
の
た
め
持
ち
帰
り
ま
し
た
」等
不

在
通
知
の
Ｓ
Ｍ
Ｓ（
シ
ョ
ー
ト
メ
ー

ル
等
）が
届
く
と
い
っ
た
相
談
が
昨

年
か
ら
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の

メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ

に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
で
、
不
正
な

ア
プ
リ
を
取
り
込
ん
で
し
ま
い
、
身

に
覚
え
の
な
い
請
求
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

宅
配
業
者
か
ら
の
メ
ー
ル
で
あ
れ

ば
登
録
し
た
ア
ド
レ
ス
宛
に
届
く
た

め
、
Ｓ
Ｍ
Ｓ
で
届
い
た
場
合
は
詐
欺

を
疑
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
身
に
覚

え
の
な
い
キ
ャ
リ
ア
決
済
の
料
金
が

発
生
し
た
場
合
は
、
携
帯
電
話
会
社

に
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
市
民
課（
竹
田
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
） 

☎
63
―

４
８
３
４（
平
日
の
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ザ（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７
―

５
３
４
―

０
９
９
９

環
　
境

ご
み
の
野
焼
き（
不
法
焼
却
）

は
違
法
で
す

　

ご
み
を
野
外
で
焼
却
す
る
と
、
煙

や
煤す
す

、
悪
臭
等
に
よ
り
近
隣
の
方
に

迷
惑
を
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
有
害

物
質
が
環
境
や
人
体
へ
悪
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
指
定
さ
れ
た
方
法
以
外

で
の
ご
み
の
焼
却
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
お
り
、
違
反
し
た
場
合
は
、
厳

し
い
罰
則
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

◎
ご
み
の
焼
却
・
不
法
投
棄
を
発
見

し
た
場
合
は
、
竹
田
警
察
署（
☎
63

―

２
１
３
１
）ま
た
は
市
民
課
環
境
対

策
室（
☎
63
―

４
８
２
１
）へ
。

　

焼
却
の
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
た
、

農
林
業
を
営
む
た
め
の
や
む
を
得
な

い
焼
却
や
た
き
火
で
あ
っ
て
も
、
通

常
の
た
き
火
よ
り
煙
が
多
く
出
る
際

に
は
、
事
前
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

◎
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
ま
た
は

火
炎
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為

の
届
出
は
、
竹
田
市
消
防
署（
☎
63
―

竹田市役所　☎0974-63-1111（代表）
　荻 支 所　☎0974-68-2211（代表）
　久住支所　☎0974-76-1111（代表）
　直入支所　☎0974-75-2211（代表）
◎竹田市公式ホームページ
　https://www.city.taketa.oita.jp/

たけたんインフォ

10月の

不妊検査費（妊活応援検診費）の
助成制度

　子どもを望むご夫婦の妊活を支援す
るため、不妊検査にかかる費用の一部
を助成します。（上限３万円）
対象者　県内に住所登録があり法律上

の婚姻をしているご夫婦で、
下記①及び②のいずれにも該
当する方

①検査開始時の妻の年齢が43歳未満
②夫婦の前年（申請が１月～５月の場合

は前々年）の合計所得額が730万円未
満

※令和４年４月１日以降に検査を開始
し、検査開始時の妻の年齢が30歳以
上の方については、婚姻から２年以
内のご夫婦に限ります。

　詳しくはお問い合わせください
問大分県福祉保健部こども未来課
　☎097-506-2718
https://www.pref.oita.jp/soshiki/12470/
ninkatuouen.html

竹田温泉花水月
開館20周年感謝イベント

　竹田温泉「花水月」は、平成13年11月１
日にオープンし、開館20年目を迎えます。
スタッフ一同、皆さまのお越しを心より
お待ちしております。
実施期間　11月１日㈰ ～４日㈬
営業時間　午前11時～午後９時30分
入浴回数券がお得になります！
　11枚綴り（  3,500円）⇒ プラス１枚の12枚
　23枚綴り（  7,000円）⇒ プラス３枚の26枚
　35枚綴り（10,500円）⇒ プラス５枚の40枚
期間中、スタンプ２倍サービスを実施します！
問竹田温泉「花水月」　☎64-1126
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つつが虫病に気をつけましょう！
　つつが虫はダニの一種で田畑や山間部に生息します。
９月下旬～12月上旬はつつが虫病の発生が多いため、今
の時期に注意が必要です。
　発熱・つつが虫の刺し口・発疹の症状があるときはす
ぐに病院を受診しましょう。

【予防方法】
①長袖・長ズボン・長靴・手袋を着用し、肌の露出を

減らす。
②肌の露出部位には、ダニ忌避剤を使用する。
③脱いだ上着やタオルは、
　地面や草の上に置かない。
④草の上に座ったり、寝転
　んだりしない。
⑤帰宅後は入浴して体を洗
　い流し、脱いだ衣類はす
　ぐに洗濯する。
問大分県豊肥保健所地域保健課
　☎0974-22-0162㈹

たけたんインフォ

０
１
１
９
）へ
。

　

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
市
民
課

環
境
対
策
室（
☎
63
―

４
８
２
１
）ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
が
い
福
祉

障
害
者
手
帳（
身
体
・
療
育
・

精
神
）の
カ
ー
ド
化
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
10
月
か
ら
カ
ー
ド
型
の

障
害
者
手
帳
の
発
行
を
開
始
し
ま
す
。

　

新
規
・
更
新
及
び
再
交
付
申
請
時

に
、
カ
ー
ド
型
か
従
来
の
紙
型
の
い

ず
れ
か
を
選
択
し
、
交
付
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請
の
際
は
写

真（
縦
４
×
横
３
セ
ン
チ
、
脱
帽
し

て
上
半
身
を
写
し
た
も
の
）が
必
要

で
す
。

　

交
付
申
請
の
受
付
は
、
社
会
福
祉

課
ま
た
は
各
支
所
の
窓
口
で
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
社
会
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課　

☎
63
―

４
８
１
１

援
助
が
必
要
な
方
の
た
め
の『
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
』を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

外
見
か
ら
は
障
が
い
の
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
に
く
い
方
が
、
周
囲
の
方

に
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を

知
ら
せ
る
こ
と
で
、
援
助
が
得
や
す

く
な
る
よ
う「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」を
配

布
し
ま
す
。

対
象
者　

市
内
在
住
で
、
障
が
い
の

あ
る
方
、
難
病
の
方
、
認
知
症
の
方
、

妊
娠
し
て
い
る
方
な
ど
、
周
囲
の
方

の
配
慮
が
必
要
な
方

申
込
方
法　

社
会
福
祉
課
障
が
い
福

祉
係
ま
た
は
各
支
所
に
備
え
付
け
の

申
込
書
に
記
入
の
う
え
提
出

問
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
63
―

４
８
１
１

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は
、
援
助
が
必

要
な
方
の
た
め
の
マ
ー
ク
で
す
。

　

外
見
か
ら
は
分
か
ら
な
く
て
も
援

助
が
必
要
な
方
が
い
ま
す
。

　

こ
の
マ
ー
ク
を
見
か
け
た
ら
、
電

車
・
バ
ス
内
で
席
を
ゆ
ず
る
、
困
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
声
を
か
け
る

等
、
思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を
お
願

い
し
ま
す
。

新型コロナウイルス感染者の
排出するごみについて 
　現在、竹田市では感染者は確認されていません
が、今後感染者が確認された場合、感染者が使用
したものはすべてビニール袋に入れ口を固く縛っ
たうえで市指定の燃えるごみ袋に入れ、袋が二重
の状態にして出してください。
　また、感染者が飲用した空のペットボトルは資
源ごみとせず、ビニール袋に入れ口を固く縛った
うえで、蓋も含めすべてを燃えるごみとして出し
てください。廃プラ等も同様にすべて燃えるごみ
として出してください。
　缶及び燃えないごみは、感染の可能性がある期
間はごみとして出さず自宅で保管してください。

使用済みのマスクは袋に入れて廃棄してください 
　感染者でない方であっても、症状のでない感染
者である可能性があるため、使用済みのマスクは
一度別の袋に入れ口を縛ったうえで、市指定の燃
えるごみに入れ袋が二重の状態にして出してくだ
さい。
　他市で廃棄物の処理業者の方への感染が確認さ
れており、ごみの収集が停止した自治体がありま
す。廃棄物の処理業者の方が感染した場合、竹田
市全域でごみの回収が困難になります。新型コロ
ナウイルスの感染から廃棄物の処理業者の方を守
るため、ご協力をお願いします。
問市民課環境対策室　☎63-4821

↑カードサンプル



16広報たけた  令和２年10月号

※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

募
　
集

パ
パ
と
一
緒
に
遊
ぼ
う
！

ダ
ン
ボ
ー
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
者
募
集

　

パ
パ
と
お
子
さ
ん
が
楽
し
く
体

験
で
き
る
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

　

パ
パ
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
子
ど
も

と
の
遊
び
方
を
学
ぶ
講
座
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
親
子
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
８
日
㈰　

午
前
10
時
～

12
時（
９
時
30
分
か
ら
受
付
）

会
場　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

募
集
人
数　

先
着
30
組

対
象　

子
育
て
中
の
パ
パ
と
子
ど
も

（
３
歳
～
小
学
校
低
学
年
程
度
）

参
加
料
・
託
児　

無
料（
事
前
申
し

込
み
が
必
要
）

申
込
方
法　

子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
直
接
申
し
込
み
、

ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

申
し
込
み

問
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
す
ま
い
る

☎
63
―

４
８
２
３

公
立
学
校
共
済
組
合
大
分
支

部
職
員
採
用
試
験

職
種　

一
般
事
務

一
次
試
験
日　

11
月
８
日
㈰

受
付
期
間　

10
月
15
日
㈭
～
21
日
㈬

採
用
予
定
者
数　

１
人

※
受
験
資
格
や
選
考
方
法
等
の
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

公
立
学
校
共
済
組
合
大
分
支

部　

☎
０
９
７
―

５
０
６
―

５
４
７
７

講
座
・
講
習
会

中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
た

め
の
手
話
講
座

日
時　

11
月
８
日
～
令
和
３
年
１
月

31
日
の
毎
週
土
曜
日（
全
10
回
）

午
後
１
時
～
３
時

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

会
場　

大
分
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン

タ
ー（
大
分
市
大
津
町
１
―

９
―

５
）

対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者

（
申
請
中
も
可
）

※
聞
こ
え
に
く
い
た
め
に
手
話
学
習

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
手
帳
の
な
い

場
合
も
一
度
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

定
員　

８
人（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料（
資
料
代
と
し
て
８

０
０
円
必
要
）

申
込
方
法　

社
会
福
祉
課
に
備
え
付

け
の
申
込
用
紙
に
、
必
要
事
項
を
記

入
し
申
し
込
み

※
要
約
筆
記
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

問
社
会
福
祉
法
人
大
分
県
聴
覚
障
害

者
協
会（
担
当
：
真
田
）

☎
０
９
７
―

５
５
１
―

２
１
５
２

FAX
０
９
７
―

５
５
６
―

０
５
５
６

E-m
ail : info@

toyonokuni.jp

社
会
福
祉
課　

☎
63
―

４
８
１
１

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

日
時　

11
月
20
日
㈮

会
場　

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

大
分（
大
分
市
金
池
南
１
―

５
―

１
）

受
付
期
間　

10
月
５
日
㈪
～
12
日
㈪

受
講
料　

７
千
円

定
員　

85
人

申
込
方
法　

日
本
防
火
・
防
災
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
市
消
防

本
部
に
備
え
付
け
の
受
講
申
込
書
に

記
入
の
う
え
提
出

・
（
一
財
）日
本
防
火
・
防
災
協

会（https://w
w

w
.n-bouka.or.jp/

）

☎
０
３
―

３
５
９
１
―

７
１
２
１

FAX
０
３
―

３
５
９
１
―

７
１
３
０
／

　

０
３
―

６
８
１
２
―

７
１
４
０

「岡城清掃の日」ボランティアを募集します
　秋の行楽シーズンを迎えるにあたり、観光客の皆さまを
気持ち良く迎えることができるよう、九州電力グループを
はじめ民間事業所の協力も得て、草刈りや清掃作業を毎年
行っています。
　今年も次の日程で開催し
ますので、多くの方のご参
加をお願いします。
　なお、石垣の清掃用具（刈
払機・鎌・なた等）について
は、各自でご準備ください。

日時　10月10日㈯
　　　午前８時から３時間程度
　　　※雨天の場合は17日㈯に延期
集合場所　岡城跡駐車場
※参加希望の方は、10月８日㈭までお知らせください。

・問まちづくり文化財課　☎63-4818
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猟
銃
等
初
心
者
講
習
会

　

猟
銃
も
し
く
は
空
気
銃
の
所
持
許

可
を
受
け
る
、
初
心
者
の
方
へ
の
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　

11
月
１
日
㈰　

午
前
９
時
30

分
～
午
後
５
時

会
場　

大
分
中
央
警
察
署
８
階　

大

会
議
室（
大
分
市
荷
揚
町
５
―

６
）

会
費　

６
９
０
０
円（
大
分
県
収
入

証
紙
で
納
入
し
て
く
だ
さ
い
）

受
付
締
切　

10
月
16
日
㈮

※
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
45

分
の
間
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
会
場
の
都
合
上
、
県
内
の
申
込
者

が
55
人
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を
終

了
し
ま
す
。

受
付
場
所　

竹
田
警
察
署
生
活
安
全

課提
出
書
類
等

○
猟
銃
等
講
習
会
受
講
申
込
書
１
通

（
警
察
署
に
備
え
付
け
の
も
の
）

○
写
真
１
葉（
申
請
前
６
か
月
以
内

に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分

身
、
無
背
景
、
縦
30
×
横
24
ミ
リ
の

も
の
）

○
印
鑑（
署
名
の
場
合
は
不
要
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
一
環
と
し
て
、
講
習
会
参
加
時

に
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公

共
交
通
機
関
の
利
用
等
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
竹
田
警
察
署
生
活
安
全
課　

☎
63
―

２
１
３
１

特
定
計
量
器
検
定

　

は
か
り（
計
量
器
）を
、
商
品
の
販

売
、
農
水
産
物
の
出
荷
・
販
売
、
薬

の
調
剤
、
健
康
診
断
、
診
療
等
に
使

用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
２
年
ご
と
に

県
知
事
が
行
う
定
期
検
査
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

ま
た
取
引
・
証
明
に
使
用
す
る
は

か
り
を
新
規
に
購
入
さ
れ
た
方
な
ど

で
、
今
ま
で
検
査
を
受
け
た
こ
と
の

な
い
方
、
取
引
・
証
明
へ
の
使
用
を

廃
止
さ
れ
た
方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

検
査
期
日　

10
月
19
日
㈪
～
23
日
㈮

※
前
回
の
受
検
者
に
は
検
定
日
時
、

受
検
会
場
を
検
定
一
週
間
前
ま
で
に

ハ
ガ
キ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
大
分
県
産
業
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

計
量
検
定
担
当 

☎
０
９
７
―

５
９
６
―

７
１
０
２

商
工
観
光
課　

☎
63
―

４
８
０
７

公
共
職
業
訓
練

12
月
受
講
生
募
集

募
集
コ
ー
ス　

電
気
シ
ス
テ
ム
科

（
デ
ュ
ア
ル
コ
ー
ス
）

訓
練
期
間　

12
月
２
日
㈬
～
令
和
３

年
５
月
27
日
㈭

募
集
期
間　

10
月
30
日
㈮
ま
で

受
講
料　

無
料

※
説
明
会
を
10
月
20
日
㈫
に
行
い
ま

す
。・

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
大
分
市
皆
春
１
４
８
３
―

１
）　

☎
０
９
７
―

５
２
９
―

８
６
１
５

お
知
ら
せ

ご
存
じ
で
す
か
？

大
分
県
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

　

大
分
県
歯
科
医
師
会
立
大
分
県
口

腔
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
障
が
い
の
あ

る
方
や
認
知
症
等
で
介
護
の
必
要
な

方
な
ど
、
地
域
の
歯
科
医
院
で
は
診

療
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
方
を
対

象
と
し
た
歯
科
診
療
所
で
す
。

　

お
困
り
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

診
療
時
間　

月
～
金
曜
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時

※
第
３
土
曜
日
は
診
療
日
、
第
４
月

曜
日
は
休
診
日
で
す
。

問
大
分
県
歯
科
医
師
会
立
大
分
県

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー（
大
分
市
王
子

新
町
６
―

１ 

大
分
県
歯
科
医
師
会
館

内
）  

☎
０
９
７
―

５
４
７
―

８
８
３
３

横断歩道における
交通事故防止について

　本年８月末現在、県下で27件の交通死
亡事故が発生しています。
　そのうち、歩行者が被害に遭う交通死
亡事故は12件で、さらに12件中の10件
は歩行者が道路横断中に事故に遭ってい
ます。歩行者の安全を守るために、次の
点についてお願いします。
　ドライバーの皆さま、『横断歩道は歩行
者優先』です。横断歩道を横断中の歩行者
の進路を妨害すると、普通車では点数２
点、反則金９千円の交通違反になります。
　昨年８月の調査で大分県では、歩行者
が信号のない横断歩道を渡ろうとしてい
る際に止まった車は約15％、つまり８割
以上のドライバーが交通ルールを守って
いないという結果がでています。横断歩
道を渡ろうとしている人がいる際は、必
ず一時停止をして歩行者に進路を譲って
ください。
　歩行者は、道路を横断する場合、車や
バイクが来ていないか、左右の安全確認
を何度も行うことを心がけ、近くに横断
歩道があれば必ず横断歩道を渡るように
してください。
　道路を斜めに渡る方がいますが、斜め
横断は長く道路上にとどまることになり
大変危険ですので、絶対にしないでくだ
さい。
　ドライバー、歩行者全員が交通ルール
を守って、歩行者が被害に遭う重大事故
を防いでいきましょう。
問竹田警察署交通課　☎63-2131
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たけたんインフォ／人権シリーズ  ぬくもり

古
い
工
場
や
事
業
所
を
お
持

ち
の
皆
さ
ま
へ

　

昭
和
52
年
３
月
以
前
に
建
築
・
改

修
さ
れ
た
建
物（
一
般
家
屋
を
除
く
）

の
蛍
光
灯
や
水
銀
灯
に
は
、
カ
ネ
ミ

油
症
の
原
因
物
質
と
な
っ
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ

（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）が
使
用
さ

れ
た
安
定
器
が
残
っ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
、
き
わ
め
て
毒
性
が
強

い
化
学
物
質
で
あ
り
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
使

用
さ
れ
た
安
定
器
は
、
令
和
３
年
３

月
31
日
㈬
ま
で
に
処
分
す
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
調

査
が
必
要
で
す
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
処
分
・
調
査
に
つ
い
て

の
詳
細
は
、
大
分
県
循
環
社
会
推
進

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
循
環
社
会
推
進
課　

☎
０
９
７
―

５
０
６
―

３
１
２
７

週
間
・
月
間

10
月
は「
土
地
月
間
」

10
月
１
日
は「
土
地
の
日
」で
す

　

土
地
は
限
ら
れ
た
貴
重
な
資
源
で

す
。
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

行
っ
た
場
合
、
土
地
の
取
得
者（
買

主
）は
契
約
締
結
後
２
週
間
以
内
に

届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

届
出
の
必
要
な
土
地

・
都
市
計
画
区
域
が
５
千
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上

・
そ
の
他
の
区
域
が
１
万
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上

届
出
の
必
要
な
取
引　

　

売
買
、
交
換
、
営
業
譲
渡
、
譲
渡

担
保
、
共
有
持
分
の
譲
渡
な
ど

※
こ
れ
ら
の
取
引
の
予
約
で
あ
る
場

合
も
含
み
ま
す
。

届
出
書
類　

届
出
書
、
契
約
書
の
写

し
、
位
置
図
、
周
辺
状
況
図
、
形
状

図（
字
図
等
）を
企
画
情
報
課
へ
提
出

・

企
画
情
報
課　

☎
63
―

４
８
０
１

10
月
１
日
は

「
浄
化
槽
の
日
」で
す

　

浄
化
槽
は
微
生
物（
バ
ク
テ
リ
ア
）

の
働
き
を
利
用
し
て
汚
水
を
浄
化
す

る
装
置
で
あ
り
、
次
の
３
項
目
を

行
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
正
し
い

維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑴
浄
化
槽
の
保
守
点
検
を
行
っ
て
く

だ
さ
い（
定
期
的
な
保
守
点
検
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
）。
市
内
の

保
守
点
検
業
者
は
、
竹
田
衛
生
社
や

古
森
浄
化
槽
セ
ン
タ
ー
等
で
す
。

⑵
浄
化
槽
の
清
掃
を
行
っ
て
く
だ
さ

い（
年
１
回
以
上
の
汚
泥
の
引
き
抜

き
や
清
掃
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
）。
市
内
の
清
掃
業
者
は
竹
田
衛

生
社
で
す
。

⑶
浄
化
槽
の
法
定
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い（
年
１
回
の
水
質
検
査
等
の

定
期
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
）。
県
内
で
は
大
分
県
環
境
管
理
協

会（
☎
０
９
７
―

５
６
７
―

１
８
５
５
）

が
検
査
機
関
で
す
。

問
上
下
水
道
課
生
活
排
水
係　

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
１
８
１
・
１

８
５
）

　皆さんはハンセン病をご存じでしょう
か？ハンセン病は、「らい菌」と呼ばれる
細菌による感染症で、感染力は非常に弱
く日常生活では感染することはありませ
ん。しかし、明治から100年間ほど、国
は感染者に対し法律によって強制隔離政
策を採ってきました。この政策は、特効
薬が開発され、治る病気となった後も続
きました。
　感染者はふるさとから引き離され、全
国に作られた療養所に入所させられると
いう重大な人権侵害を受け、また感染者
だけではなく家族も差別の対象とされ、
深刻な差別が後を絶ちませんでした。
　強制隔離の根拠となった「らい予防法」
は、平成８（1996）年に廃止され、ハン
セン病回復者が国を相手取って訴訟を起
こしました。その結果、平成13（2001）
年に熊本地方裁判所は国の責任を認める
判決を出し、国も控訴を断念しました。
　私たちはハンセン病の歴史に学び、感
染症に対する正しい知識と情報により、
差別や偏見のない竹田市を築きましょう。
問人権・部落差別解消推進課  ☎63-4820

66

感染症と
人権
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　９月15日、市総合社会福祉センター多目的ホールで、竹田支援
学校が日頃の成果を発表するワーキングフェアが開催されました。
　生徒たちは、卒業後の就労に向けた学習を日々行っており、職
場での実習の成果報告を行ったり、メンテナンス試技として、テー
ブル拭きやモップなどによ
る床の清掃を披露。
　東邦彦校長は「生徒たち
の可能性はまだまだあると
思います。彼らの夢の実現
のために、もっと実習先を
探し、適性を見極めていき
たい」と挨拶しました。

たけたんトピックス

　

９
月
２
日
、
久
住
高
原
農
業
高
等

学
校
で
、
地
域
食
育
推
進
事
業
の
一

環
と
し
て
、
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
職
員
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
、
市
内
で
飲
食
店
を
営
む
店
長
ら

が
、
高
校
生
の
指
導
の
も
と
、
野
菜

の
収
穫
と
出
荷
の
た
め
の
袋
詰
め
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

収
穫
を
指
導
し
た
志
賀
騎き

り

と
璃
斗

さ
ん
は「
家
が
農
業
を
や
っ
て
い
て
、

手
伝
っ
て
い
る
う
ち
に
楽
し
く
な
り
、

も
っ
と
学
び
た
い
と
思
っ
た
の
で
入

学
し
ま
し
た
。
指
導
は
初
め
て
で
緊

張
し
ま
し
た
が
、
良
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

本
来
は
収
穫
し
た
野
菜
を
調
理
す

る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
規

模
を
縮
小
。
農
業
高
校
で
収
穫
し
た

野
菜
は
、
道
の
駅
に
出
さ
れ
る
な
ど
、

主
に
地
域
で
消
費
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
11
日
、
緑
ヶ
丘
中
学
校
で
、
Ｊ
Ａ
お
お
い
た

豊
肥
事
業
部
ピ
ー
マ
ン
部
会
竹
田
支
部（
佐
藤
博
一
会

長
）か
ら
、
ピ
ー
マ
ン
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
け
取
っ
た
本
田
千ち

陽あ
き

さ
ん
は「
ピ
ー
マ
ン
は
好
き

で
す
。
お
い
し
く
食
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

す
」と
笑
顔
を

見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

ピ
ー
マ
ン
部

会
は
、
市
内
各

調
理
場
に
も
寄

贈
。
給
食
の
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て

子
ど
も
た
ち
に

提
供
さ
れ
ま
し

た
。

　

８
月
29
日
、
直
入
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
体
育
館
で「
竹
田
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
交
流
会
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
思
っ
た
よ
う
に

運
動
が
で
き
な
い
中
、
プ
ロ
の
講
師

を
招
い
て
運
動
を
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
の
大
分
三
好
ヴ
ァ
イ
セ
ア
ド

ラ
ー
か
ら
、
松
尾
敬
介
選
手
、
大
西

基
之
選
手
、
井
口
直
紀
選
手
の
３
人

が
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
と
小

学
生
30
人
が
参
加
し
、
プ
ロ
の
選
手

に
レ
シ
ー
ブ
や
サ
ー
ブ
な
ど
の
基
本

技
術
を
教
わ
っ
た
り
、
選
手
と
ミ
ニ

ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
り
と
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
時
間
い
っ
ぱ
い
楽
し
み
ま

し
た
。

地
域
の
食
育
を
推
進
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

久
住
高
原
農
業
高
等
学
校
と
交
流
会

ピ
ー
マ
ン
を
お
い
し
く
食
べ
て

三
好
ヴ
ァ
イ
セ
ア
ド
ラ
ー
と

市
内
小
学
生
が
ス
ポ
ー
ツ
交
流

↑指導に従ってトマトを収穫します

↑設立総会の様子
↑丁寧に仕分けと袋詰めを行ってい

きます

↑「地元で採れた野菜をおいしく食べて、好きになっ
てもらいたい」と佐藤会長

↑実習での作業の様子を報告

地域に新組織
コミュニティーひろば

「i
い ー め い じ

-meiji」設立
　９月12日、旧明治小学校
体育館で、新しい地域組織の
設立総会が行われました。
　明治地区は65歳以上が約
６割。自治会など複数の組織
に多くの役員を配置すること
が困難なこともあり、「みん
なで考えみんなで話し、みん
なで暮らす」ための新しい組
織を発足させました。

楽
し
く
体
を
動
か
そ
う

↑選手に正しい手の動かし方を教わりました

特別支援学校ワーキングフェア 日頃の成果を
お見せします
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季節性インフルエンザ予防接種が始まりました
〈接種時期協力のお願い〉
　新型コロナウイルス感染症の流行が懸念される中、インフルエンザワクチンの需要が高まる可能性があり
ます。ワクチンの安定供給のため、65歳以上の方や60歳以上65歳未満で定期接種対象となる障がいを有する
方以外で接種を希望する方は、10月26日から接種をしていただくようご協力をお願いします。

インフルエンザ予防接種費用助成について
　市では次の内容でインフルエンザ予防接種費用の一部を助成します。
１　対象者（対象に該当しない方で接種を希望する方は、全額自己負担となります）

対　象 自己負担額 接　種　方　法
①65歳以上の方
　（接種日時点）

1,600円

○市内の協力医療機関で接種する場合
　医療機関の窓口で自己負担額をお支払いください。
○市外（県内）で接種する場合
　高齢者インフルエンザ予防接種相互乗り入れ協力
医療機関であれば費用の一部を助成します。
※県外で接種する場合は、接種前に依頼書の発行が
必要になります。接種予定日の１週間前までに保険
健康課または各支所に申請をしてください。
○生活保護を受給されている方
　接種料は無料です。接種する際は、社会福祉課で
発行する証明書を医療機関窓口に提出してください。
○協力医療機関以外で接種する場合
　一旦、医療機関の窓口で料金を支払い、保険健康
課または各支所で返還の手続きをしてください。

②60歳以上65歳未満の方で、
心臓、じん臓または呼吸器
の機能に自己の身辺の日常
生活活動が極度に制限され
る程度の障がいを有する方
及びヒト免疫不全ウイルス
により免疫の機能に日常生
活がほとんど不可能な程度
の障がいを有する方

③上記に該当しない
　竹田市国民健康保険の方

接種料から1,000円を
差し引いた額
※接種料は医療機関
によって異なります。

２　助成期間　10月１日～令和３年１月31日まで
３　助成回数　いずれの方も助成期間内に１回限り
４　市内協力医療機関（接種する際は各医療機関にお問い合わせください）

医療機関名 対象年齢 電話番号 医療機関名 対象年齢 電話番号
伊藤医院◆ ７歳以上 75-2222 竹田診療所◆ ６歳以上 62-4014
大久保病院◆ ６歳以上 64-7777 道全内科◆ ６歳以上 63-2270
加藤内科医院 ６歳以上 63-2006 秦医院 13歳以上 63-2246
久住加藤医院 高校生以上 76-0008 みはらクリニック ７歳以上 62-3850
くどう循環器科・内科 16歳以上 63-2304 柚須医院 13歳以上 63-2016
佐藤医院 ６歳以上 68-2005 竹田市立こども診療所◆ ― 63-3838
志賀内科◆ ７歳以上 63-2083 ◆マークはおおいた子育てほっとクーポンの利用ができます。

かかりつけ患者のみ 入院患者及びかかりつけ患者のみ
医療機関名 対象年齢 電話番号 医療機関名 対象年齢 電話番号

竹田クリニック 13歳以上 64-9000 竹田医師会病院◆ ― 63-3241

インフルエンザ予防接種費用の助成は保険健康課（☎63-4810）　　　　　　　　　　　 
おおいた子育てほっとクーポンは社会福祉課（☎63-4811）までお問い合わせください。

季節性インフルエンザ予防接種が始まりました／ふるさと求人情報

①ドライバー　２人　20～40万円　②野菜つけ物工　２人　13万円　③事務職　１人　15～20万円
④畜産　１人　19.5～22.1万円　⑤医療ソーシャルワーカー　１人　18.1～27.1万円　
⑥作業療法士　１人　22～24.6万円　⑦大型生コン車運転手   １人　20.7万円　
⑧製材工・設備工事工　２人　13.2～26.4万円　⑨調理師　１人　14.1～16.1万円
⑩作業員　１人　17万円　⑪営業事務職　１人　14.5～18.7万円　⑫配管工　１人　20～23万円

〔パート求人〕（時給）
⑬一般事務員　１人　850円　⑭放課後児童支援員・補助員　２人　820円　⑮夜勤専門員　１人　1125円
⑯清掃スタッフ　１人　850円　⑰喫茶（茶房）の店員　２人　850～1000円　
⑱製造スタッフ（日勤）　２人　860円　⑲厨房係　１人　800円　⑳収獲作業員   ３人　900～1000円　
㉑看護職員　１人　800～1500円　㉒精肉スタッフ　１人　850円　㉓販売員　１人　830円　
㉔作業員　１人　1000円　
問竹田市ふるさとハローワーク　☎63-1101

ふ
る
さ
と
求
人
情
報

地
元
で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
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休日・夜間の在宅当番医院／えがおの子育て小児科

10月の休日及び夜間の在宅当番医院
当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号
１㈭ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 17㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

２㈮ 竹田クリニック ☎64-9000 18㈰ 大久保病院 ☎64-7777

３㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 19㈪ 道全内科 ☎63-2270

４㈰ 大久保病院 ☎64-7777 20㈫ 志賀内科 ☎63-2083

５㈪ 道全内科 ☎63-2270 21㈬ 秦医院 ☎63-2246

６㈫ 志賀内科 ☎63-2083 22㈭ 柚須医院 ☎63-2016

７㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 23㈮ 竹田医師会病院 ☎63-3241

８㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 24㈯ 大久保病院 ☎64-7777

９㈮ 柚須医院 ☎63-2016 25㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

10㈯ 大久保病院 ☎64-7777 26㈪ 道全内科 ☎63-2270

11㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 27㈫ 志賀内科 ☎63-2083

12㈪ 道全内科 ☎63-2270 28㈬ 道全内科 ☎63-2270

13㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 29㈭ 大久保病院 ☎64-7777

14㈬ 志賀内科 ☎63-2083 30㈮ 柚須医院 ☎63-2016

15㈭ 竹田診療所 ☎62-4014 31㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

16㈮ 古島眼科 ☎63-2407

受付時間　平日夜間　  18：00～21：00　土曜日  13：00～21：00
　　　　　日曜、祝日　  9：00～21：00
注意事項
・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもら

うようお願いします。
・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前

に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。
・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休

日当番病院を受診してください。
※当番医の情報については、変更になる場合があります。最新

の情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご覧
いただくか、竹田市消防署（☎63-0119）でも確認できます。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

10／４㈰ 久保歯科医院（大野町田中） ☎0974-34-2577
10／11㈰ 竹田市荻町歯科診療所（荻町馬場） ☎0974-68-3263
10／18㈰ 熊瀬歯科医院（三重町市場） ☎0974-22-0327
10／25㈰ まつもと歯科クリニック（竹田市玉来）☎0974-62-2400
11／１㈰ ごとう歯科口腔外科クリニック（三重町赤嶺） ☎0974-22-1118
11／３㈫ 久住加藤医院歯科診療部（久住町久住）☎0974-64-3232
11／８㈰ 杉山歯科医院（犬飼町田原） ☎097-578-0101

※竹田市歯科医師会が実施していました当番医院体制は、４月
から竹田市歯科医師会と豊後大野市歯科医師会による輪番体
制となりました。

※診療時間　9：00～12:00（受付11:30まで）
※当番医の情報については、大分県歯科医師会のホームページ

でも確認することができます。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

10／３㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
10／４㈰ 豊後大野市民病院
10／10㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
10／11㈰ 豊後大野市民病院
10／17㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
10／18㈰ みやわき小児科
10／24㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
10／25㈰ 豊後大野市民病院
10／31㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
11／１㈰ 豊後大野市民病院

問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）
　みやわき小児科（☎0974-24-0230）
　三重東クリニック（☎0974-22-6333）
　竹田市立こども診療所（☎63-3838）
受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12:00）
診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）
受診時の注意　当番医療機関についてはやむを得ず変更になる
場合があります。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署

（☎63-0119）に電話でご確認ください。また、院外薬局が休みの
場合には、あらかじめ用意された約束処方となることがあります。
なお、毎月の当番表については、「おおいた医療情報ほっとネット」
で公開しています。

　

長
ら
く
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か

で
冬
季
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
み

な
ら
ず
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
も
注

意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
、

改
め
て
感
染
症
予
防
の
な
か
で
大

切
な
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま
す
。

①「
手
指
衛
生
」

　

ウ
イ
ル
ス
は
ど
こ
に
で
も
い
ま

す
が
、
手
を
介
し
て
口
や
鼻
、
目

に
入
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
口
や
鼻
、

目
を
触
れ
る
前
の
手
洗
い
、
ア
ル

コ
ー
ル
に
よ
る
手
指
消
毒
が
大
切

で
す
。
手
袋
に
も
ウ
イ
ル
ス
は
付

き
ま
す
の
で
、
手
洗
い
と
手
指
消

毒
が
必
要
で
す
。

②「
正
し
い
マ
ス
ク
の
着
用
」

　

お
互
い
が
正
し
く
マ
ス
ク
を
し

て
い
れ
ば
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
は
必
須
で
あ
り
ま
せ
ん
。
正

し
い
着
用
と
は
、
鼻
を
出
さ
な
い
、

マ
ス
ク
の
前
面
を
触
ら
な
い
、
一

度
で
も
顎
に
ず
ら
し
た
マ
ス
ク
は

口
に
戻
さ
な
い
こ
と
で
す
。
鼻
か

ら
も
飛
沫
し
ま
す
。
マ
ス
ク
の
前

面
や
顎
に
は
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し

て
い
る
か
ら
で
す
。
小
さ
い
子
ど

も
は
正
し
い
着
用
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
無
理
に
さ
せ
る
の
で
な
く
、

大
人
が
正
し
く
着
用
し
て
く
だ
さ

い
。

③「
体
調
不
良
時
は
休
む
」

　

無
症
状
者
か
ら
も
感
染
す
る
と

聞
く
と
怖
い
で
す
が
、
多
く
が
有

症
状
者
か
ら
の
感
染
で
す
。
無
理

し
て
仕
事
や
学
校
に
行
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。

④「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
」

　

ワ
ク
チ
ン
の
な
い
感
染
症
が
い

か
に
怖
い
か
が
今
回
の
こ
と
で
分

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン

の
あ
る
感
染
症
は
ワ
ク
チ
ン
で
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

　

空
間
除
菌
は
効
果
が
あ
り
ま
せ

ん
。
飛
沫
防
止
シ
ー
ト
に
も
ウ
イ

ル
ス
が
付
着
し
ま
す
。
物
品
消
毒

す
る
な
ら
人
が
触
れ
る
た
び
に
し

な
い
と
な
り
ま
せ
ん
。
ヨ
ー
ド
液

う
が
い
は
口
の
中
の
善
玉
菌
も
殺

し
て
し
ま
う
の
で
推
奨
し
ま
せ
ん
。

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
や
次
亜

塩
素
酸
水
は
人
体
に
使
う
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
よ
り
今

回
お
示
し
し
た
4
つ
を
実
行
し
ま

し
ょ
う
。

（
大
分
大
学
客
員
教
授　

是
松
聖
悟
．）

第53回 新型コロナウイルスと
インフルエンザの予防

出 張 !
えがおの子育て

小児科
地域医療･小児医療の視点から
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文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが  『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

　

去
る
9
月
14
日
、
自
由
民
主
党
の
総
理
総
裁
選

挙
が
行
わ
れ
た
。
結
果
は
ご
存
知
の
と
お
り
、
そ

し
て
菅
義
偉
氏
が
総
理
大
臣
に
就
任
し
た
。

　

菅
氏
は
１
９
４
８
年
の
お
生
ま
れ
と
い
う
か
ら

私
よ
り
５
歳
年
上
、
71
歳
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
官
房
長
官
と
し
て
、
つ
ま
り
ナ
ン

バ
ー
２
と
し
て
安
倍
政
権
を
長
期
に
わ
た
っ
て
支

え
て
き
た
人
だ
。

　

私
は
過
去
菅
氏
と
面
談
し
た
こ
と
が
あ
る
。

テ
ー
マ
は
地
域
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

特
に
研
修
医
制
度
が
始
ま
っ
て
地
域
の
病
院
に
ド

ク
タ
ー
が
い
な
く
な
る
。
若
い
ド
ク
タ
ー
も
地
方

に
残
ら
な
く
な
っ
て
い
く
危
機
を
訴
え
た
。

　

あ
れ
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
た
。
ソ
フ
ト

ム
ー
ド
が
漂
う
人
で
、
爽
や
か
な
人
柄
が
好
印
象

だ
っ
た
。
そ
の
柔
ら
か
さ
で
安
倍
総
理
を
支
え
て

こ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

さ
て
。
そ
う
い
う
柔
ら
か
さ
が
菅
氏
の
持
ち
味

だ
と
い
う
の
は
多
く
の
国
民
に
安
心
感
を
与
え
て

く
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
、
い
ま
時
代
は
ま
さ
に
国
難
の
時
で
あ
る
。

私
は
国
民
の
一
人
と
し
て
、
ど
う
し
て
も
触
れ
て

お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
か
の『
桜
を

見
る
会
』の
問
題
で
あ
る
。

  

「
桜
を
見
る
会
」は
、
１
９
５
２
年
か
ら
内
閣
総

理
大
臣
が
主
催
す
る
形
で
行
わ
れ
て
き
た
。
昭
和

27
年
だ
か
ら
私
が
生
ま
れ
る
１
年
前
の
こ
と
だ
。

　

何
が
問
題
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
マ
ス
コ
ミ
で

報
道
さ
れ
た
と
お
り
、
総
理
の
後
援
会
幹
部
が
招

か
れ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
界
な
ど
で
目
覚
ま
し
い
活

躍
を
し
た
人
気
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が
招
か
れ
た

り
。
そ
れ
で
も
私
は
、
そ
の
人
選
に
対
し
て
注
文

を
付
け
る
つ
も
り
は
な
い
。

　

大
き
な
問
題
は
参
加
者
の
デ
ー
タ
を
捨
て
た
り
、

来
年
か
ら
は「
も
う
や
り
ま
せ
ん
」と
歴
史
を
覆
し

た
り
。
私
は
こ
の
姿
勢
そ
の
も
の
に
悔
し
さ
を
感

じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
総
裁
選
挙
に
立
候
補
し
た
代
議
士
が
こ

う
話
し
た
。「
桜
を
見
る
会
に
つ
い
て
多
く
の
国

民
が
疑
問
を
抱
き
、
そ
の
真
相
解
明
を
訴
え
て
い

る
の
は
私
も
同
じ
で
す
。
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
私

は
国
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
」と
前
置
き
し
て
彼
は
こ

う
続
け
た
。

  

「
そ
も
そ
も
桜
を
見
る
会
と
い
う
の
は
ど
ん
な
目

的
で
始
ま
っ
た
の
か
。
私
は
代
議
士
に
な
っ
て
か

ら
そ
の
真
意
を
知
り
大
変
感
動
し
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
世
の
中
に
は
人
知
れ
ず
善

行
を
重
ね
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
。
自
ら
は
貧
し

い
の
に
毎
日
雑
巾
を
手
づ
く
り
し
、
そ
れ
を
母
校

に
寄
付
し
て
き
た
老
夫
婦
が
い
る
。
ま
た
、
山
深

い
一
軒
家
に
雨
の
日
も
風
の
日
も
郵
便
物
を
届
け

続
け
た
人
が
い
る
。
さ
ら
に
、
お
子
さ
ん
を
交
通

事
故
で
亡
く
し
た
こ
と
が
原
因
で
、
そ
れ
か
ら
毎

日
ず
っ
と
通
学
路
で
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
を
見

守
り
続
け
て
い
る
男
性
が
い
た
り
。
こ
れ
ら
の
人

た
ち
は
、
だ
れ
か
の
後
援
会
に
所
属
し
て
い
る
の

で
も
な
い
、
社
会
的
な
肩
書
を
持
っ
て
い
る
の
で

も
な
い
。
社
会
的
に
目
立
た
な
い
小
さ
な
人
た
ち

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
か
ら
立
派
な
人

だ
と
心
底
思
わ
れ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
人
た
ち
な

の
で
す
」と
。

　

そ
し
て
。
峻
厳
を
帯
び
た
彼
の
横
顔
は
興
奮
か

ら
か
、
や
や
赤
み
を
増
し
た
。

  

「
こ
の
よ
う
に
誠
実
に
社
会
に
貢
献
し
て
き
た

人
た
ち
を
何
と
か
励
ま
し
て
あ
げ
た
い
と
始
め
ら

れ
た
の
が
総
理
大
臣
の
主
催
す
る
桜
を
見
る
会
で

あ
っ
た
の
で
す
。
総
理
大
臣
と
い
え
ば
、
国
民
に

と
っ
て
は
父
親
的
存
在
だ
。
や
さ
し
い
人
だ
。
そ

ん
な
人
か
ら
一
緒
に
桜
を
見
ま
せ
ん
か
。
長
い
間

大
変
で
し
た
ね
と
声
を
掛
け
ら
れ
る
喜
び
は
ど
れ

ほ
ど
大
き
な
も
の
だ
っ
た
か
は
想
像
に
難
く
な
い

で
す
よ
ね
」と
。

　

招
待
者
た
ち
は
ふ
る
さ
と
の
み
ん
な
か
ら
見
送

ら
れ
て
東
京
に
向
か
っ
た
。
新
宿
御
苑
で
直
接
会

え
る
は
ず
も
な
い
総
理
大
臣
と
会
え
て
、
み
ん
な

か
ら
も
労
を
ね
ぎ
ら
わ
れ
た
。

  

「
お
母
さ
ん
、
う
れ
し
い
ね
。
一
緒
に
頑
張
っ
て

き
て
よ
か
っ
た
ね
。
苦
労
か
け
た
ね
」と
喜
び
合

う
姿
に
、
主
催
者
側
も
参
加
者
側
も
大
き
な
感
動

に
包
ま
れ
た
に
ち
が
い
な
い
と
、
こ
の
代
議
士
は

締
め
く
く
っ
た
。

　

最
後
に
。
い
ま
私
を
勇
気
づ
け
て
く
れ
る
言
葉

を
添
え
る
。「
過
去
は
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

け
れ
ど
、
私
た
ち
は
未
来
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
」で
あ
る
。
目
の
前
で
遊
ぶ
孫
た
ち
の
笑
顔
が

ま
ぶ
し
い
…
…
。

「
桜
を
見
る
会
」が
教
え
て
く
れ
る
総
理
大
臣
の
原
点

自
由
民
主
党
の
総
裁
選
挙
を
越
え
て

←
竹田市が誇る宮城の
し だ れ 桜 を 楽 し む
人々



23 2020年10月発行

10月

開館のご案内

新刊のご案内

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）
　開館時間  午前10時～午後６時　休館日 月曜日・第４金曜日

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）
　開館時間  午前10時～午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717／FAX 76-0724）
直入図書室（TEL 75-2211／FAX 75-2217）
　開館時間 午前８時30分～午後５時　休館日 土・日・祝日等

【一般書】
・僕の神さま［KADOKAWA］　　　　　　　　　　　芦沢　央
・首里の馬［新潮社］　　　　　　　　　　　　高山　羽根子
・四畳半タイムマシンブルース［KADOKAWA］　森見　登美彦
・陽眠る［角川春樹事務所］　　　　　　　　　　上田　秀人
・あやうく一生懸命生きるところだった［ダイヤモンド社］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ・ワン
・ベスト・エッセイ2020［光村図書出版］

　　　　　　　　　　　 日本文藝家協会　編
・老いの器量［海竜社］　　　　　　　　　　　　下重　暁子
・偽書が揺るがせた日本史［山川出版社］　　　　　原田　実
・南部鉄器のある暮らし ―釜定の仕事―［青幻舎］

　　釜定・書籍プロジェクト実行委員会
・イラスト図解デマの心理学 ―怖い群集心理のメカニズム―
　［宝島社］　　　　　　　　　　　　　　　齊藤　勇　監修
・「役に立たない」科学が役に立つ［東京大学出版会］

エイブラハム・フレクスナー／他著
・21世紀の新しい職業図鑑 ―未来の職業ガイド―
　［秀和システム］　　　　　　　　　　　　　　武井　一巳

【児童書】
・レストランのおばけずかん　ふらふらフラッペ ［講談社］

斉藤　洋　作／宮本　えつよし　絵
・雨ふる本屋と雨かんむりの花［童心社］　　　日向　理恵子
・あおいの世界［講談社］　　　　　　　　　　　花里　真希
・レッツはおなか［講談社］ひこ・田中＆ヨシタケ　シンスケ
・５分後に超ハッピーエンド（５分シリーズ）［河出書房新社］

エブリスタ　編
・バトル・ブレイブスVS.凶暴オオカマキリ［朝日新聞出版］

篠崎　カズヒロ　漫画／チーム・ガリレオ　ストーリー／
小野　展嗣　監修

・ひろった・あつめたぼくのマツボックリ図鑑［岩崎書店］　
盛口　満

・戦国人物伝　柴田勝家（コミック版日本の歴史）［ポプラ社］
後藤　ひろみ（原作）

・おめでとうかいぎ［理論社］　　　　　　　　　浜田　桂子
・タコとイカはどうちがう？［ポプラ社］

峯水　亮　写真／池田　菜津美　文／杉本　親要　監修
・ねぐせのしくみ［ブロンズ新社］　　　ヨシタケ　シンスケ
・ねんねこ［小学館］　　　　　　　ザ・キャビンカンパニー

ほか　250冊ほど入りました。

司書おすすめの一冊
「君はるか －古関裕而と金子の恋－」

「神社のあいうえお」

「スケッチブック －供養絵をめぐる物語－」

古関　正裕　　集英社インターナショナル

甲斐　素純　　文芸社

ちば　るりこ　作／シライシ　ユウコ　絵　　学研プラス

　連続テレビ小説『エール』で主人公のモデ
ルとなり、昭和日本を代表する国民的作曲
家・古関裕而と妻・金子。２人は文通のみ
で情熱的な恋をし、ひとたび会うなり結婚
し…。両親が残した往復書簡を元に、長男
が綴った美しい愛の物語。貴重な写真が満
載の略年譜も収録。

　大分県神社庁理事で九重町の宝八幡宮宮
司の著者は「大分県の不思議事典」「大分県
謎解き散歩」などを上梓されています。こ
の本は今さら聞けない、でも意外と知らな
い神社・神道のあれこれを分かりやすくま
とめた一冊です。少しでも神社に親しみを
感じていただき、あなたと神社とを結ぶ
きっかけや縁結びになればとおっしゃって
います。どうぞ手に取ってご覧ください。
ご利益がありますように。

　小学５年生の紗理奈は、ある出来事をきっ
かけに大好きな絵を描くことをやめてし
まった。そして６年生の夏休み、亡き母の
故郷、遠野を訪れた紗理奈が出会ったのは、
死者を描く不思議な風習「供養絵」だった－。
魂と魂が共鳴する、再生と成長の物語。
　第26回小川未明文学賞大賞受賞作品。

松成　真理子　　童心社

「まいごのどんぐり」

　ぼくはどんぐり。コウくんのどんぐり
です。コウくんがぼくに「ケーキ」となま
えをつけてくれました。コウくんのカバ
ンのなかはどんぐりがいっぱい。みん
なコウくんがだいすきです。「ケーキ」
のぼくとコウくんはどうなるのかな？

「ずーっとずっとだれかとこころがつな
がっている」って素敵だね！
　大切な気持ちに気づかせてくれる、心
あたたまる絵本です。

児童書

郷土の本

　秋がだんだん深まってきましたね。さあ読書の秋ですよ！
　秋の夜長に虫の声を聴きながらゆったりとした時間を過ごしませ
んか？まずは図書館へ足を運んでお気に入りの一冊を選んでくださ
い。皆さんのお越しをお待ちしています。

おはなしひろば　　毎週火曜日　10：30～11：00
おはなしルーム　　竹田幼稚園　10月８日㈭　14:00～14:30	
　　　　　　　　　南部幼稚園　10月15日㈭　14:00～14:30

今月の読み聞かせ

一般書

読み聞かせに
おすすめの

一冊
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阿孫  久見

チョクザキミズ（イラクサ科）

郷土の植物
（378）

第187回


